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平成２２年度決算

広島県「基礎・基本」定着状況調査結果から

東城小学校校舎棟改築事業・

東城学校給食共同調理場整備事業の基本設計に着手

７５歳以上の方の雪下ろしを支援します

除雪作業にご理解とご協力を／早めの水道管凍結対策を

庄原さとやま博 フィナーレまで１カ月を切りました !

「君のいる町 × 庄原市」アニメプロジェクト

ペレット原料の木材を収集しています
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明るく、住みよい人権尊重のまちづくりのために

ドーナツ倶楽部へ参加してみませんか

ＳＴＯＰ ｔｈｅ ＤＶ

インフルエンザ－実践したい予防と療養－
税を考える週間／安心・安全な毎日のために

健康広場「地域で子育てを応援しよう」

市政トピックス

カメラレポート

お知らせ
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　第１５回しょうばら桜花杯空手道大会が１０月２日、庄原市総合体育館で開催されました。県

内外から集まった２８１人の選手が「組手」と「形」で競い合いました。研ぎ澄まされる集中力、

気迫あふれる演技、選手たちからあふれ出る熱気で会場が包まれていました。
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平成２２年度　一般会計・特別会計の決算状況
歳入決算額Ａ 歳出決算額Ｂ 形式収支Ｃ=Ａ-Ｂ 翌年度繰越財源Ｄ 実質収支Ｅ=Ｃ-Ｄ

一般会計 ３４３億７,２０１万円 ３３３億５,３７６万円 １０億１,８２５万円 ６億５,１２２万円 ３億６,７０３万円
住宅資金特別会計 １,０３４万円 １,０３４万円 ０万円 ０万円
歯科診療所特別会計 ３,０９７万円 ３,０７２万円 ２６万円 ２６万円
国民健康保険特別会計 ４４億１,５０８万円 ４４億１,０９４万円 ４１４万円 ４１４万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） １億２,２５５万円 １億１,２５９万円 ９９６万円 ９９６万円
老人保健特別会計 ７０万円 ６７万円 ３万円 ３万円
後期高齢者医療特別会計 ５億８,９７５万円 ５億８,５４０万円 ４３５万円 ４３５万円
介護保険特別会計 ５３億３,８３６万円 ５３億２,６１３万円 １,２２３万円 １,２２３万円
介護保険サービス事業特別会計 ４,２８４万円 ４,２８４万円 ０万円 ０万円
公共下水道事業特別会計 １１億１,２６８万円 １１億１,１８１万円 ８７万円 ８７万円
農業集落排水事業特別会計 ４億８,２０８万円 ４億８,０９７万円 １１１万円 １１１万円
浄化槽整備事業特別会計 ２億３４４万円 ２億２８１万円 ６３万円 ６３万円
簡易水道事業特別会計 ４億４,７０４万円 ４億４,０３７万円 ６６６万円 ６６６万円
工業団地造成事業特別会計 ４３４万円 ４３４万円 ０万円 ０万円
宅地造成事業特別会計 １６２万円 １６２万円 ０万円 ０万円

収益 費用 特別利益（▲損失） 当年度純利益
水　　道 ６億８,３３０万円 ５億９,９３６万円 ▲３７万円 ８,３５７万円
病　　院 １２億１,５６７万円 １１億６,７１１万円 ０万円 ４,８５６万円

健全な財政運営で事業を実施
災害復旧に対応

財政課財政係　☎０８２４−７３−１１２９

　市は毎年、「庄原市財政状況の公表に関する条例」にもとづき、予算の執行状況や決算、財政の健全度を示す基
準について公表しています。今回は、平成２２年度の決算や健全化判断比率などについてお知らせします。（金額は万
円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません）
　また、決算のポイントや主要な事業をわかりやすくまとめた冊子「わかりやすい決算説明書（平成２２年度版）」を年内
に発行し、各戸配布する予定としていますので、そちらもご覧ください。

平成２２年度　公営企業会計の決算状況

豪雨災害の復旧事業などが影響し実質収支が
減るも、いずれの会計も黒字をキープ

　一般会計では、預金（財政調整基金※１）の取り崩しを３,４００万円に抑えながら、計画した事業を着実に実施しまし
たが、７月に発生した豪雨災害の復旧事業などを含む翌年度（平成２３年度）への繰越事業費※２が３３億４,８４５万
円となり、その繰越事業を執行するために翌年度に持ち越す一般財源が６億５,１２２万円と多額なことから、実質収支
は前年度（５億６,７９８万円）に比べて大幅減となりました。
　水道事業では、経済不況による企業の節水や循環水利用の拡大、節水機器の普及により、収益の増加が困難とな
る中、前年度の純利益（１億２,４２４万円）には及ばないものの、黒字決算を維持しました。
　西城市民病院は、給与費や薬品費、医療材料費の抑制などにより、前年度（２,２８１万円）に引き続き黒字決算となり
ました。

一般会計の歳入・歳出内訳

平成２２年度

決算

平成２２年度

決算
SHOBARA City Accounting

合計 343億7,201万円歳入
市税

譲与税・交付金

地方交付税

国庫支出金
県支出金
市債

財産収入など
繰入金

市民税（個人・法人）が前年度比5.3％減

自動車重量譲与税▲2,033万円、自動車取得税交付金▲2,324万円などが減

円高・デフレ対応の緊急総合経済対策による追加交付や、子育てや高齢者
の生活支援、地域の活性化などへの特別枠措置

子ども手当、7月16日発生の災害に対しての現年発生公共災害復旧費負
担金、地域活性化交付金15億1,347万円などが増

広島県情報通信格差是正事業補助金、介護基盤緊急整備等基金補助金、耕畜
連携支援モデル事業補助金などが皆増

庄原中学校建設や災害復旧事業、臨時財政対策債の大幅増

繰越金が前年度比▲4億9,745万円の減

主なものは財政調整基金の取り崩しで、21年度は2億円でしたが、22年
度は3,400万円でした

38億4,228万円
（▲7,579万円）

11億5,961万円
（▲2,077万円）

162億873万円
（＋11億5,850万円）

41億567万円
（＋3億9,923万円）

28億5,391万円
（＋7億4,835万円）

42億1,632万円
（＋8億2,046万円）

19億4,885万円
（▲6億466万円）

3,665万円
（▲5億837万円）

合計 333億5,376万円 歳出

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧事業費

公債費

繰出金
貸付金・維持補修費など

前年度とほぼ同額です

道路台帳統合及び電子化業務委託が新規、除雪の委託料が増

子ども手当（5億856万円）の支給が開始

定額給付金6億7,328万円は21年度限りのため減

庄原中学校整備事業、携帯電話基地局整備事業、テレビ難視聴解消、高野中学校整
備事業、私立保育所施設整備補助金（小奴可保育所移転新築補助）などにより増

7月16日発生の豪雨災害にかかる経費などにより増

公債費負担適正化計画の着実な実施により償還元金が年々減少しています

前年度とほぼ同額です

49億4,602万円
（＋1,090万円）

37億8,530万円
（＋1億5,220万円）

29億6,058万円
（＋5億858万円）

38億4,827万円
（▲6億2,173万円）

67億7,196万円
（＋11億5,250万円）

10億3,576万円
（＋8億8,131万円）

62億8,492万円
（▲4億3,870万円）

29億7,146万円
（▲375万円）

前年度は学校施設整備基金へ1億1,175万円の積立、さとやまペレット
会社へ出資金2,000万円がありました。ふるさと融資7,600万円、医療
従事者育成奨学金2,672万円などが増

7億4,950万円
（▲2,926万円）

（　）：前年度比
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市債残高は着実に減少！健全化判断比率、資金不足比率ともに基準内
　平成２２年度の一般会計の市債発行額は、庄原中学校施設整備事業本体工事への着手、前年度からの繰越
事業などにより、借入額は前年度比８億２,０４６万円増の４２億１,６３２万円となりました。返済額（元利償還額）は
５７億６,９０１万円となり、市債残高は４７２億９,８８９万円となっています。

　市債残高は年々着実に減少しています。今後も公債費負担適正化計画に基づく計画的な事業執行により、市債発
行額の抑制に努力します。（グラフはＨ２２年度までは実績、Ｈ２３年度以降は推計値です）

　実質赤字比率、連結実質赤字比率は発生していません。実質公債費比率は２１.３％、将来負担比率１７５.８％と依
然高い比率ではありますが、年々減少しています。また、どの比率も国の定める基準を下回っています。※３

　資金不足比率の算定対象となる会計は、水道事業会計、国民健康保険病院事業
会計、公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、浄化槽整備事業
特別会計、簡易水道事業特別会計、宅地造成事業特別会計、工業団地造成事業
特別会計であり、いずれの会計でも資金不足は発生していません。※３

用語解説
※１ 財政調整基金
　基金とは、現金を積み立てた預金のことです。その中で
も財政調整基金は、突発的な災害や緊急を要する経費
に備えるために設けられた基金です。決算剰余金（実質
収支）が黒字になれば積立て、財源不足時には取り崩す
という、年度間の財源調整の役割も果たします。市では
毎年度の決算剰余金の１/２以上を積み立てており、平
成２２年度末残高は１５億３,４８１万円です。
※２ 繰越事業
　事業の性質または予算成立後の理由により、年度内に
事業が完了せず翌年度に繰り越すことになった事業で
す。その繰越事業に必要な一般財源は、当年度の形式
収支の中から必要な額を翌年度へ持ち越します。
※３ 健全化判断比率
　平成１９年度決算から自治体に算定が義務付けられ
た次の５つの指標です。国の定める基準を超えると、財政
再建のための計画を策定し、その計画に従って行政運営
を行わなければなりません。

①実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計などの赤字
の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すも
のです。
②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度を
指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すものです。
③実質公債費比率
　借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる額の大
きさを指標化し、市の財政規模に対する借入金返済の
割合を示すものです。
④将来負担比率
　一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。
⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足を、それぞれの事業規模で
ある営業収益の額と比較して指標化し、経営状態の悪
化の度合いを示すものです。

平成２３年度上半期　予算の執行状況
　市は、予算の執行がどのような状況になっているのかを市民の皆さんに知っていただくために、毎年財政状況
を公表しています。今回は平成２３年度予算、９月３０日現在の執行状況をお知らせします。（金額は万円未満を
四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。）

平成２２年度 平成２１年度 増　減

一般会計 ４７２億９,８８９万円 ４８８億５,１５８万円 ▲１５億５,２６９万円

特別会計 １３５億２,９４９万円 １３７億８,９０４万円 ▲２億５,９５５万円

企業会計 ４５億８,３１１万円 ４６億３,９２１万円 ▲５,６１０万円

現 在 高 ６５４億１,１４９万円 ６７２億７,９８３万円 ▲１８億６,８３４万円

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成２２年度決
算に基づく比率 − − ２１．３ １７５．８

国の定める基準 １２．４３ １７．４３ ２５．０ ３５０．０

注：実質赤字額、連結赤字額が無い場合は、比率を「−」で表示しています。
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市債残高の推移（全会計）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
年度

（億円）

654 億 1,149 万円

（％）

工事が進む庄原中学校

電子黒板による授業（高野中）
すべての小中学校へ導入

区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支払済額 支払率

　　　一般会計 329 億 9,628 万円 162 億 9,748 万円 49.4% 123 億 9,264 万円 37.6%

　　　特別会計 135 億 3,588 万円 43 億 3,501 万円 32.0% 51 億 6,643 万円 38.2%

国民健康保険 46 億 7,934 万円 15 億 7,706 万円 33.7% 19 億 1,573 万円 40.9%

後期高齢者医療 5 億 9,546 万円 1 億 9,168 万円 32.2% 2 億 6,075 万円 43.8%

介護保険 56 億 4,703 万円 21 億 7,881 万円 38.6% 22 億 6,977 万円 40.2%

公共下水道事業 11 億 7,590 万円 1 億 6,109 万円 13.7% 2 億 9,759 万円 25.3%

農業集落排水事業 5 億 147 万円 3,736 万円 7.5% 1 億 5,458 万円 30.8%

その他特別会計 9 億 3,909 万円 1 億 8,901 万円 20.1% 2 億 6,878 万円 28.6%

区　　分 収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

水道事業
収益的 6 億 8,886 万円 3 億 1,123 万円 45.2% 6 億 6,352 万円 2 億 9,097 万円 43.9%

資本的 3 億 828 万円 340 万円 1.1% 5 億 419 万円 8,607 万円 17.1%

病院事業
収益的 12 億 1,968 万円 6 億 6,359 万円 54.4% 12 億 1,968 万円 5 億 2,549 万円 43.1%

資本的 1 億 156 万円 3,131 万円 30.8% 1 億 5,524 万円 3,408 万円 22.0%

区　　分 予算額 収入済額 収入率

地方税 38 億 1,802 万円 22 億 3,658 万円 58.6%

国民健康保険税 7 億 9,707 万円 2 億 5,112 万円 31.5%

一般会計 444 億 2,031 万円

特別会計 131 億 9,728 万円

企業会計 44 億 8,459 万円

合　　計 621 億 218 万円

◆市債残高◆税の収入状況　（一般会計、国民健康保険特別会計）

◆公営企業会計の収支状況

◆一般会計、特別会計の収支状況

市債残高



東城地域では、小・中学校の教員が連携を深め、
道徳教育を推進しています。
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学校・家庭・地域の連携で課題に取り組む
―広島県「基礎・基本」定着状況調査結果から―

教育指導課指導係　☎０８２４−７３−１１８４
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と
な
る

も
の
で
、平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、そ
の
調
査
の
中
か
ら
教
科
調
査

と
質
問
紙
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、こ
れ
を
基
に
し
て
本
市
の
小・中

学
校
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

表
１
か
ら
、基
礎
的・基
本
的
な
学
習
内

容
は
お
お
む
ね
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、表
２
か
ら
家
庭
で
授
業
の
復
習
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。地
域

や
子
ど
も
会
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る

児
童・生
徒
が
県
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
以
上

上
回
っ
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
多

く
の
人
と
出
会
い
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重

ね
て
育
って
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
自
分

の
よ
さ
は
認
め
ら
れ
て
い
る
」と
いっ
た
心
の

元
気
の
源
と
な
る
気
持
ち（
＝
自
己
肯
定

感
）は
、小
学
校
５
年
生
は
低
く
、中
学
２
年

生
は
高
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、小・中
学
校

の
児
童・生
徒
に
共
通
し
て
、テ
レ
ビ
、ゲ
ー
ム

の
時
間
が
長
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

自
己
肯
定
感
が
低
く
な
り
、否
定
感
が

大
き
く
な
る
と「
自
信
」が
育
た
な
く
な

り
、何
に
対
し
て
も
気
力
が
低
い
状
態
に
陥

り
ま
す
。ま
た
、テ
レ
ビ
、ゲ
ー
ム
の
時
間
が

長
い
と
い
う
こ
と
は
、家
族
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
時
間
が
少
な
く
、家
庭
学
習

や
読
書
を
す
る
時
間
が
少
な
く
な
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
課
題
も
、学
校
、家
庭
、地
域
が

連
携
し
、改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。本
市
は
連
携
教
育
を
軸
に
し

て
、小
学
校・中
学
校
の
９
年
間
、さ
ら
に
は

　変化が激しいこれからの社会を自立的に生きる
ために、将来の職業や生活を見通し、知・徳・体のバ
ランスがとれた「生きる力」をはぐくむことが、学校
教育に求められています。
　本市は、これらの「生きる力」をはぐくむために、児
童・生徒一人一人のよさを生かし、本人の可能性を
最大限に伸ばすための教育活動を推進しています。

本
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

平成２３年度広島県「基礎・基本」
定着状況調査の結果
６月 14 日実施、小学５年生と中学２年生が参加

　
基
礎
的
な
知
識・技
能
を
習
得

し
、そ
れ
ら
を
活
用
し
て
自
ら

考
え
、判
断
し
、表
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
積
極
的
に
対

応
し
解
決
す
る
力

　
自
ら
を
律
し
つ
つ
他
人
と
協
調

し
、他
人
を
思
い
や
る
心
や
感

動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性

　
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健

康
や
体
力

「
生
き
る
力
」と
は

123

表１　◎教科の調査結果

表２　◎質問紙調査における調査結果（抜粋）
「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的に回答している割合 （％）

〔小学５年生〕 平均通過率（％）
教　　科 庄原市 広島県
国　語 ７８.０ ７８.５
算　数 ７７.２ ７７.８

〔中学２年生〕
教　　科 庄原市 広島県
国　語 ７３.３ ７３.２
数　学 ７４.６ ７４.７
英　語 ７３.１ ７１.９

設　　問 小学５年生 中学２年生
庄原市 広島県 庄原市 広島県

学校の授業の復習をする ７２.４ ６０.４ ６０.６ ５２.０
地域や子ども会などの行事に参加している ８５.７ ６７.８ ５６.６ ４２.６
自分にはよいところがある ７０.３ ７３.９ ６５.９ ６０.５
自分のよさはまわりの人から認められている ５０.２ ５８.０ ５４.３ ４８.８
平日１日にテレビやゲームを見る時間（３時間以上） ３２.３ ２７.４ ４０.１ ３３.７

  

３
者
の
連
携
を
軸
に
し
た

  

学
校
教
育
を
推
進

保
育
所・幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
を
見
通
し

て
、発
達
段
階
に
応
じ
た
つ
な
が
り
の
あ
る

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
て
課
題
を
共
有
し
、地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
一
貫
性
の
あ
る
指
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

比
和
地
域
の
取
り
組
み

　

比
和
地
域
で
は
、比
和
保
育
所・比
和
小

学
校・比
和
中
学
校
の
連
携
を
深
め
、学
校

行
事
や
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、①
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、教
科

な
ど
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、同
じ
進
め

方
で
分
か
り
や
す
い
授
業
を
行
う
、②
中
学

３
年
生
の
保
育
実
習
や
小・中
合
同
ク
リ
ー

ン
活
動
な
ど
の
、園
児・
児
童・
生
徒
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
た
行
事
を
実
施
し
た
り
、

一
貫
性
の
あ
る
生
活
上
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て

生
活
し
た
り
す
る
、な
ど
し
て
幼
児
期
か
ら

青
年
期
へ
豊
か
な
学
び
や
成
長
を
促
す
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

自分の考えをグループ内で
交流し合います。

比和地域では、小・中学校合同合唱などを行い、児童・生徒の連携を深めています。
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市
は
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

東
城
小
学
校
校
舎
棟
の
改
築
と
、同
校
敷

地
内
へ
東
城
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
実
施
す
る
両
施
設
の
基
本
設
計

業
務
は
、指
名
型
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

※
に
よ
り
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、保
護
者
な
ど
関
係
者
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、来
年
３
月
ま
で
の
予
定
で

基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

■
東
城
小
学
校
校
舎
棟

現　

状

　

現
在
の
校
舎（
普
通
教
室
棟
）は
、昭
和

17
年
に
東
城
町
出
身
杤
木
順
作
さ
ん
か
ら

寄
付
を
受
け
た
も
の
で
、当
時
で
は
珍
し
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
校
舎
で
す
。寄
付
者
へ
の
感
謝
と
尊

敬
、学
校
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
な
ど
、校

舎
の
歴
史
と
伝
統
が
児
童
の
道
徳
教
育
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、建
築
か
ら
約
70
年
が
経

過
し
て
お
り
、耐
震
診
断
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
が
耐
震
基
準
値
を
下
回
る
な
ど
、

耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、耐

震
化
対
策
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

改
築
の
基
本
方
針

　

将
来
に
向
け
た
安
全
で
安
心
な
教
育
環

境
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

耐
震
性
能
を
持
つ
特
別
教
室
棟・屋
内
運

動
場・昇
降
棟
は
残
し
、校
舎
棟
を
改
築
し

ま
す
。

　

改
築
は
、次
の
基
本
理
念・目
標
の
実
現
に

向
け
木
造
２
階
建
て
と
し
、学
校
や
校
舎
の

歴
史
を
将
来
に
継
承
す
る
施
設
と
し
ま
す
。

基
本
理
念

「
心
身
と
も
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
み
、教

育
の
未
来
を
創
る
学
校
」

基
本
目
標

●
多
様
化
す
る
教
育
環
境
に
配
慮
し
た
学
校

●
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
学
校

●
安
全・安
心
な
学
校

●
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

●
敷
地
条
件
や
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
学
校

■
東
城
学
校
給
食
共
同
調
理
場

現　

状

　

東
城
地
域
に
は
、小
学
校
４
校
、中
学
校

１
校
が
あ
り
、学
校
給
食
は
い
ず
れ
も
自
校

で
調
理
し
て
い
ま
す
。調
理
か
ら
配
食
ま
で

短
時
間
で
提
供
で
き
る
こ
と
、調
理
者
の
顔

が
見
え
る
こ
と
、学
校
独
自
の
献
立
が
可
能

で
あ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、衛
生
管
理
の
面
で
は
、安
全・安
心

な
給
食
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。東

城
中
学
校
以
外
の
給
食
施
設・設
備
は
、平

成
９
年
度
以
前
に
整
備
し
た
施
設
で
、国
が

示
す「
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
」に
照

ら
す
と
幾
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

整
備
の
基
本
方
針

　

将
来
に
わ
た
り
、子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、東

城
小
学
校
敷
地
内
へ
共
同
調
理
場
を
整
備

し
、東
城
地
域
の
小
学
校
４
校
の
子
ど
も
た

ち
の
給
食
を
共
同
調
理
し
ま
す
。

　

東
城
中
学
校
の
給
食
施
設
は
、整
備
後

間
が
な
い
た
め
、引
き
続
き
自
校
調
理
と
し

ま
す
。

　

次
の
基
本
理
念・目
標
の
実
現
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

基
本
理
念

「
安
全・安
心
な
学
校
給
食
を
通
じ
て
健
や

か
な
体
を
育
む
給
食
施
設
」

基
本
目
標

●
安
全・安
心
な
給
食

の
提
供

●
学
校
に
お
け
る
食

育
啓
発
の
拠
点
施
設

●
環
境
負
荷
の
低
減

と
コ
ス
ト
の
削
減

●
作
業
効
率・作
業
環

境
に
配
慮
し
た
施
設

現　

状

　

学
校
施
設
は
、多
く
の
児
童
や
生
徒
な
ど

が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習・生
活
の
場

で
あ
り
、非
常
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
場

所
と
し
て
の
防
災
機
能
を
担
い
ま
す
。そ
の

耐
震
化
は
、非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

昨
年
７
月
の
庄
原
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
、本
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、改
め
て
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

市
は
合
併
以
前
か
ら
、学
校
施
設
の
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、現
時
点
で
８
割
を
超
え
る
学

校
の
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

耐
震
化
が
未
実
施
の
学
校
は
、市
内
26

校
の
う
ち
次
の
小
学
校
３
校
、中
学
校
１
校

と
な
って
い
ま
す
。

①
庄
原
中
学
校（
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動

場
）※
現
在
改
築
工
事
中

②
東
城
小
学
校（
校
舎
棟
）

③
美
古
登
小
学
校（
校
舎
）

④
庄
原
小
学
校（
校
舎
）

　

現
在
改
築
中
の「
庄
原
中
学
校
」、今
回

基
本
設
計
に
着
手
し
た「
東
城
小
学
校
」の

ほ
か
、残
り
２
つ
の
小
学
校
も
、平
成
27
年
度

末
に
は
耐
震
対
策
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、安
全
安
心
の
学
校
づ
く
り
の
視
点
で
、

早
期
に
全
て
の
学
校
施
設
耐
震
化
の
達
成

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
小
中
学
校
数

　

現
在
の
学
校
数
は
、合
併
以
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
適
正
配
置

計
画
が
平
成
21
年
度
末
に
完
了

し
、小
学
校
19
校
、中
学
校
７
校
、

計
26
校
と
な
って
い
ま
す
。

［
小
学
校
］計
19
校

庄
原
地
域　

８
校（
庄
原
・
永
末
・

高
・
峰
田
・
板
橋
・
東
・
山
内
・
川
北
）

西
城
地
域　

２
校（
美
古
登
・
西
城
）

東
城
地
域　

４
校（
小
奴
可
・
八
幡
・

粟
田
・
東
城
）

口
和
地
域　

２
校（
口
南
・
口
北
）

高
野
地
域　

１
校（
高
野
）

比
和
地
域　

１
校（
比
和
）

総
領
地
域　

１
校（
総
領
）

［
中
学
校
］計
７
校

庄
原
地
域　

１
校（
庄
原
）

西
城
地
域　

１
校（
西
城
）

東
城
地
域　

１
校（
東
城
）

口
和
地
域　

１
校（
口
和
）

高
野
地
域　

１
校（
高
野
）

比
和
地
域　

１
校（
比
和
）

総
領
地
域　

１
校（
総
領
）

東城小学校校舎棟改築事業・
東城学校給食共同調理場整備事業の
基本設計に着手

東城教育室教育係　☎０８４７７−２−５２２１

現在の校舎を寄付した
杤木順作さんの像

現在の東城小学校正面玄関の柱（Ｓ１７年建築）

今後の主な事業スケジュール（予定）

平成２３年度　基本設計
平成２４年度　 実施設計・仮設校舎設置・
　　　　　　 校舎棟改築
平成２５年度　既存校舎棟解体撤去・
　　　　　　 校舎棟改築完了
平成２６年度　仮設校舎撤去　

※「プロポーザル方式」とは、技術提案書の提出を求め、
そのプロジェクトに最も適した創造力、技術力、経験など
を持つ設計者を、公正に審査して選ぶ方式です。

市
の「
学
校
耐
震
化
の
状
況
」

教
育
総
務
課　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
６

耐震化事業の取り組み・小学校一覧・中学校一覧は市ホームページからアクセス

（耐震化率）
　全　国　80.3％
　広島県　59.1％
　（全国最下位）
　庄原市　80.3％
　（県内 5 位）

※�平成 23 年 4月現在
※�全国の耐震化率・広島県
の順位は、岩手・宮城・
福島の 3県を除いたもの
です。

今後の主な事業スケジュール（予定）
平成２３年度　基本設計
平成２４年度　実施設計
平成２５年度　調理場建築、受入施設改修

トップページ 各課のページ 教育総務課 学校について→ → →
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75
歳
以
上
の
方
の
雪
下
ろ
し
を
支
援
し
ま
す

―
庄
原
市
高
齢
者
世
帯
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
―

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４

−
７
３

−

１
１
６
５

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
は
と
て
も
つ
ら
く

危
険
が
伴
い
ま
す
。特
に
高
齢
者
に
と
っ
て

は
屋
根
に
上
が
る
こ
と
す
ら
困
難
で
、屋
根

か
ら
ず
り
落
ち
た
雪
を
除
去
す
る
だ
け
で

も
相
当
な
負
担
で
す
。そ
の
た
め
、雪
下
ろ

し
作
業
を
業
者
に
依
頼
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、雪
の
多
い
地
域
で
は
雪
下
ろ

し
作
業
も
一
度
で
は
済
ま
ず
、経
済
面
で

も
大
き
な
負
担
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
市
は
、高
齢
者
が

降
雪
期
に
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

市
内
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
雪
下

ろ
し
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

対
象
者
は
？

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
現
に
居
住
し
て
い

る
75
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
す
る
、市
民

税
非
課
税
の
世
帯
で
す
。

　

な
お
、世
帯
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
が
同
居
し
て
い
る
場
合
に
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

（
１
）１
級
～
４
級
ま
で
の
身
体
障
害
者
手

帳
所
持
者

（
２
）Ⓐ
～
Ⓑ
ま
で
の
療
育
手
帳
所
持
者

（
３
）１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
所
持
者

（
４
）15
歳
未
満
の
方

支
援
対
象
作
業
は
？

　

次
の
作
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ

し
、現
に
住
ん
で
い
る
家
に
限
り
ま
す
。

①
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し

②
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
の
除
去

③
屋
根
か
ら
落
ち
た
軒
下
の
雪
の
除
去

支
援
内
容
は
？

　

次
の
２
つ
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

１　

経
費
の
助
成

　

対
象
作
業
に
要
し
た
経
費
の
３
分
の

１
以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。同
一
年

度
内
に
受
け
取
れ
る
補
助
金
の
上
限
は

３
万
７
千
円
で
す
。

２　

業
者
の
紹
介

　

対
応
が
可
能
な
業
者
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
は
？

　

業
者
な
ど
へ
依
頼
し
て
行
っ
た
雪
下
ろ
し

作
業
が
完
了
し
た
後
、実
施
状
況
報
告
書

と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
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水
道
課
庶
務
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
７

除
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

11
月
に
入
り
ま
し
た
。早
い
と
こ
ろ
で
は

雪
が
降
り
積
も
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

県
と
市
は
、積
雪
時
の
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、少
し
で
も
早
く
除
雪
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、計
画
的
に
大
型
除
雪

機
械
を
配
備
し
、積
雪
量
の
多
い
地
域
の
除

雪
作
業
が
よ
り
早
く
行
え
る
よ
う
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
、積
雪
量
や
障
害
物
な
ど

で
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、道
路
の
幅
員
や
構
造
に
よ
っ
て
は
、除
雪

で
き
な
い
市
道
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
に

●
車
道・歩
道
上
に
除
雪
作
業
の
障
害
と
な

る
も
の
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
家
や
駐
車
場
の
出
入
り
口
は
注
意
し
て

除
雪
し
て
い
ま
す
が
、状
況
に
よ
り
雪
で
ふ

さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
道
路
そ
ば
の
樹
木
の
枝
が
積
雪
で
た
わ

み
、通
行
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、樹
木

の
所
有
者
が
撤
去
す
る
な
ど
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。特
に
危
険
な
場
合
に
は
、伐

採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

【
国
道・県
道
の
除
雪
】

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所

庄
原
支
所
土
木
課

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
０
１
５

【
市
道
・
歩
道
の
除
雪
】

建
設
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
２

西
城
支
所
環
境
建
設
室

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
１
８
２

東
城
支
所
環
境
建
設
室

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
２
４
１

口
和
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
２
４

−

８
７

−
２
１
１
３

高
野
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
２
４

−
８
６

−

２
１
１
３

比
和
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
２
４

−

８
５

−

３
０
０
３

総
領
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
２
４

−

８
８

−

３
０
６
５

　

冬
場
は
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
、

凍
結
し
て
水
道
管
が
破
裂
す
る
事
故
が
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。一
旦
水
道
管
が
破
裂

し
漏
水
す
る
と
、修
理
費
や
上
下
水
道
料
金

の
支
払
い
が
多
額
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

凍
結
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、長
期
間
家
を
留
守
に
す
る
場
合
や
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
場
合
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

事
故
が
多
い
場
所

１　

水
道
管
が
む
き
出
し
の
場
所

２　

家
の
外
に
あ
る
蛇
口
、給
湯
器

３　

 

北
向
き
の
場
所
に
あ
る
水
道
管

や
メ
ー
タ
ー

４　

 

風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る

水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

  

し
っ
か
り
し
た
対
策
で

  

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
を
防
ぐ

　
　
　

凍
結
防
止
帯
を
取
り
付
け
る

　
　
　
　

地
上
に
出
て
い
る
水
道
管
の
部
分

へ
取
り
付
け
ま
す
。通
電
し
水
道
管
を
暖
め

て
凍
結
を
防
止
し
ま
す
。

凍
結
防
止
帯
の
取
り
付
け
手
順
の
例

①
水
道
管
へ
凍
結
防
止

帯
を
つ
け
る

②
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

の
保
温
材
料
を
水
道
管

に
あ
て
保
温
す
る

③
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

で
下
か
ら
上
に
向
け
て

巻
く

　
　
　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
す
る

　
　
　
　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
保
温
材
、布

な
ど
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ
入
れ
て
お
く

と
凍
結
防
止
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、保
温
材
は

濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
た
う

え
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
中
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い

（
メ
ー
タ
ー
は
見
え
る
よ

う
に
）。

　
　
　

長
期
不
在
の
場
合
は
閉
栓
の
届
出
を

　
　
　
　

入
院
な
ど
で
長
期
間
家
を
不
在
に

す
る
場
合
や
長
期
間
水
道
設
備
を
使
わ
な
い

場
合
は
、水
道
課
ま
た
は
各
支
所
担
当
室
へ

閉
栓
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

緊
急
に
水
を
止
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓（
バ
ル
ブ
）を

閉
め
て
、庄
原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
）へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
お
住

ま
い
の
方
は
、大
家
ま
た
は
管
理
者
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

早
め
の
水
道
管
凍
結
対
策
を

その
１

その
2

その
3
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し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
庭
主
部
会
の
個
人

宅
の
庭
を
一
般
に
公
開
す
る「
庄
原
さ
と

や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
10
月
３
日
～
９

日
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、新
た
に
７
庭
が
加
わ
り
、18
庭

が
公
開
。こ
の
期
間
中
、県
内
外
か
ら
延
べ

１
万
５
千
人
が
訪
れ
、庭
巡
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。10
月
５
日
に
は
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
も

あ
り
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気

で
し
た
。

　

見
学
客
か
ら
は「
手
入
れ
が
行
き
届
い

た
素
敵
な
庭
を
見
せ
て
も
ら
い
う
れ
し
か
っ

た
」「
庭
主
の
皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
と
楽
し
い
会
話
で
と
て
も
癒
や
さ
れ

た
」と
いっ
た
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
庭
主
の
堤
由
美

子
さ
ん（
西
城
町
）は「
庭
を
通
し
て
多
く
の

人
と
交
流
で
き
、情
報
交
換
す
る
こ
と
で
勉

強
に
な
っ
た
。こ
れ
が
き
っ
か
け
で
バ
ラ
仲
間

も
増
え
た
。こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
い
バ
ラ

の
庭
を
作
って
い
き
た
い
」と
声
を
弾
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
へ
弾
み

　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
事
務
局
の
試
算
で

は
、こ
の
７
日
間
で
の
周
辺
観
光
施
設
お

よ
び
飲
食
店
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
１
、

１
０
０
万
円
を
超
え
、市
民
主
導
に
よ
る
取

り
組
み
が
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、地
域
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
結
果
を
弾
み
に
、今
後
の
取
り
組
み
へつ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
の
心
を
学
ぶ
～
季
節
の
室

礼
体
験
」

　

竹
屋
饅
頭
本
舗
の
離
れ
で

季
節
の
室
礼
を
楽
し
み
な
が

ら
、お
辞
儀
の
仕
方
や
お
菓

子
の
い
た
だ
き
方
な
ど
、和
室

で
の
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日（
金
）

13
時
～
16
時（
所
要
時
間
１

時
間
～
１
時
間
30
分
）

と
こ
ろ　

竹
屋
饅
頭
本
舗
離
れ（
東
城
町
）

料
金　
１
人
６
０
０
円（
竹
屋
饅
頭
と
お
茶
付
き
）

定
員　

１
～
15
人

おす
すめ

フィナーレまで
残り１カ月を切りました！

原
市
内
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
す
。２
日

目
は
、実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
庄
原
を
体
験

し
て
も
ら
う
、食
と
体
験
の
お
も
て
な
し
ツ

ア
ー（
高
野
町
コ
ー
ス・東
城
町
コ
ー
ス
）を
実

施
し
ま
す
。

　

庄
原
に
あ
る
地
域
資
源
や
さ
と
や
ま
博

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
へ
活
か
し
、機
会
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
ヒ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。誰
で
も
参
加
が
可
能
で
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
連
携
サ
ミ
ッ
ト

と
き

11
月
25
日（
金
）13
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

※
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
18
時
30
分
か
ら
国
営

備
北
丘
陵
公
園
内
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン「
く
に

か
ね
」で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
基
調
講
演　

13
時
45
分
～

「
ゆ
ず
を
中
心
と
し
た
馬
路
村
で
の
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
に
つい
て
」

■
専
門
ミ
ニ
講
義　

14
時
45
分
～

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
食
品
加
工

−

機
能
性
と
高
付
加
価
値
化
の
面
か
ら

−

」

武
藤 

徳
男
さ
ん（
県
立
広
島
大
学
生
命
環

境
学
部
長
）

地域づくり連携
サミットｉｎ庄原 開催

開 催 中

商工観光課　☎０８２４−７３−１１７７

　

９
月
26
日
～
10
月
９
日
の
期
間
、市
役

所
市
民
広
場

で「
さ
と
や
ま

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
門
で
48
作

品
、コ
ン
テ
ナ
部

門
で
21
作
品
と

昨
年
を
上
回
る

応
募
作
品
が
集
ま
り
、10
月
７
日
に
優
秀

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、見
学
者
に
よ
る
投
票（
２
９
４

人
）も
反
映
さ
れ
、ハ
ン
ギ
ン
グ
部
門
で
は
８

作
品
、コ
ン
テ
ナ
部
門
で
６
作
品
が
そ
れ
ぞ

れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
副
理
事
長
の
斉
木

義
信
さ
ん
は「
今
年
は
、中
学
生
か
ら
86
歳

の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
出
展
を
い
た

だ
い
た
。見
ご
た
え
の
あ
る
大
作
が
多
く
出

展
さ
れ
、審
査
会
で
も『
去
年
よ
り
す
ご
く

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
』『
作
品
か
ら
庄
原

庄
原
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
催
！

第
２
回
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　

産
業
振
興・農
商
工
連
携・観
光
交
流
な

ど
の
視
点
か
ら「
地
域
の
熱
い
取
り
組
み
事

例
」を
広
く
発
信
し
、中
国
地
域
か
ら
地
域

活
性
化（
地
域
づ
く
り
）に
対
す
る
意
識
を

会
場
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

初
日
は
、人
口
約
１
０
０
０
人
、林
業
中

心
の
過
疎
の
山
村「
馬
路
村
」で
馬
路
村
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
、年
間
30
億
円（
平
成
17

年
）を
超
え
る
売
上
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
東

谷
望
史
さ
ん
を
迎
え
基
調
講
演
を
行
い
ま

す
。ま
た
、研
究
者
に
よ
る
専
門
ミ
ニ
講
義

と
、中
国
地
域
の
先
進
的
な
取
り
組
み・庄

高知県馬路村
農業協同組合
代表理事組合長

東谷望史さん

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
う
れ
し
く
な
る
』な
ど
、

ど
の
作
品
も
好
評
価
だ
っ
た
」と
取
り
組
み

の
成
果
が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
は
、参
加
す
る
人
が

楽
し
い
こ
と
、そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
や
社

会
貢
献
へつ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。庄
原
に
住
む
多
く
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
力

が
町
を
元
気
に
す
る
源
に
な
る
よ
う
花
を

育
て
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、し
ょ
う
ば
ら
花
会

議
事
務
局（
商
工
観
光
課
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

庄
原
さ
と
や
ま
博
の
お
問
い
合
わ
せ
、体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
お
申
し
込
み
は
、庄
原
市
観
光

協
会
連
合
会
観
光
公
社
設
立
準
備
室（
☎

０
８
２
４

−

７
５

−

０
１
７
３
）ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://shobara-satoyam
a.jp/

ハ
ン
ギ
ン
グ
部
門

金　　賞 桐原つゆ子（東本町）

銀　　賞 袮宜ひとみ（板橋町）
加藤　武子（中本町）

銅　　賞
佐々木帛代（川手町）
立目恵津子（西城町）
寺迫美智恵（本町）

審査員特別賞 名越　恵理（東城中３年）
萩原　博武（東本町）

コ
ン
テ
ナ
部
門

金　　賞 森久　光子（市町）

銀　　賞 平岡　慶子（中本町）
岸　千代子（市町）

銅　　賞
三上　敏枝（西本町）
滝川　紀子（比和町）
貝﨑　若子（東本町）

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
、風
土
を
巡
る
ツ
ー

リ
ズ
ム

−

国
内
の
取
り
組
み
事
例

−

」

井
口 

梓
さ
ん（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
人
文

学
科
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス（
観
光
文
化

系
）特
命
准
教
授
）

■
リ
レ
ー
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

15
時
35
分
～

テ
ー
マ　

中
国
地
域
の
先
進
的
取
り
組
み

と
庄
原
市
内
の
取
り
組
み

●
着
地
型
観
光
の
実
践「
み
つ
け
体
験“
さ

い
”発
見
！
庄
原
さ
と
や
ま
博
」

●
庄
原
元
気
化
プ
ロ
ジ
ェク
ト
庄
原
産
鉄
板

グ
ル
メ「
庄
原
焼
き
」

●
県
立
広
島
大
学
の
地
域
連
携「
し
ょ
う
ば

ら
い
ろ
ブ
ラ
ン
ド
」

●
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー「
大
山
王
国
」

●
農
商
工
連
携
ブ
ラ
ン
ド
化「
う
ん
な
ん
ス

パ
イ
ス
プ
ロ
ジェク
ト
」

●
産
官
学
民
連
携
商
品
化
ブ
ラ
ン
ド「
つ
や

ま
夢
み
の
り
」

●
農
村
女
性
加
工
企
業
グ
ル
ー
プ「
企
業
組

合
う
つい
工
房
」

食
と
体
験
の
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー

と
き　

11
月
26
日（
土
）９
時
～

  

東
城
町
コ
ー
ス

　

東
城
町
の
古
い
ま
ち
な
み
散
策
と
室
礼

体
験
が
で
き
ま
す
。

  

高
野
町
コ
ー
ス

　

農
業
体
験
と
田
舎
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

11/25・26
中山間地域における食と観光

■
問
い
合
わ
せ

○
サ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
交
流
会
に
関
す
る
こ
と

中
国
経
済
産
業
局
総
務
企
画
部
企
画
担
当

☎
０
８
２

−

２
２
４

−

５
６
２
６

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機
構

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
１
２
１

○
食
と
体
験
の
お
も
て
な
し
ツ
ア
ー
に
関
す

る
こ
と

庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会

☎
０
８
２
４

−

７
５

−

０
１
７
３

コンテスト結果（敬称略）
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商工観光課観光定住係　☎０８２４−７３−１１７９
　

商
工
観
光
課
は
、高
野
町
出
身
の
漫
画

家
瀬
尾
公
治
さ
ん
が
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン

に
連
載
中
の『
君
の
い
る
町
』と
連
携
し
て

庄
原
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、『
君
の
い
る
町
×
庄
原

市
』コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
君
の
い
る
町
」オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
庄
原
市

を
Ｐ
Ｒ

　

講
談
社
が
制
作
す
る『
君
の
い
る
町
』の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
、作
品
中
の
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
庄
原
市
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
す
る
場
面
を
収
録
し
、市
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、『
君
の
い
る
町
』の
単
行

本
第
17
巻
に
付
く
限
定
版
と
し
て
制
作
。

約
30
分
の
特
別
制
作
ア
ニ
メ
で
、本
編
約
25

分
と
庄
原
市
の
紹
介
が
約
３
分
収
録
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

発
売
予
定
日
は
来
年
3
月
16
日（
金
）、

書
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。購
入
申
込
の
締
め
切
り
は
1
月
31
日

（
火
）で
す
。

●
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
に
あ
わ
せ
て
、８
月
に

開
催
さ
れ
た
庄
原
よ
い
と
こ
祭
の
ポ
ス
タ
ー

と
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
に『
君
の
い
る
町
』の
イ
ラ

ス
ト
が
提
供
さ
れ
、８
月
24
日
発
売
の
週
刊

少
年
マ
ガ
ジ
ン
第
39
号
で
は
、カ
ラ
ー
誌
面
で

こ
の
事
業
と
庄
原
よ
い
と
こ
祭
の
紹
介
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
事
業
に
連
携
し
た
取
り
組
み

と
し
て
、社
団
法
人
庄
原
青
年
会
議
所
が

主
催
す
る『
瀬
尾
公
治
マ
ン
ガ
教
室
』が
、12

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。瀬
尾
公
治
さ

ん
ご
本
人
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
も
、各
種
イ
ベ
ン
ト
告
知
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
Ｐ
Ｒ
を

行
って
い
く
ほ
か
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売
時
期
に
は
内

容
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
マッ
プ
の
作
成
や
、お

土
産
と
し
て
の
商
品
パッ
ケ
ー
ジ
開
発
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
活
用
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

アニメプロジェクト

　瀬尾公治さんと一緒にマンガ制作の流れや描き方が体験できるマンガ教室です。プロの漫画家が実際に使
用しているペンやインクなどを使ってマンガ制作を体験します。参加には事前申し込みが必要です。

瀬尾公治マンガ教室

とき　１２月１８日（日）１３時～１６時
ところ　高野中学校
対象者　市内の中学生・高校生
募集人数　２０人程度
募集締め切り　１１月２０日（日）必着
応募方法　各学校にある募集要項に必要事項を

記入し、申し込んでください。応募者多数の場合は
抽選により決定します。当選者には当選通知をお送
りします。
申し込み・問い合わせ
庄原市東本町１−２−２２　庄原商工会議所内

（社）庄原青年会議所　☎０８２４-７２-２１２１

瀬尾公治
昭和５０（１９７５）年高野町生まれ
庄原格致高校高野山分校卒
平成８年１月２５日週刊少年マガジン増刊号『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』
でデビュー。前作「涼風」はＴＶアニメ化もされ単行本５００万部
を売り上げる大ヒット。現在は「君のいる町」（週刊少年マガジ
ン）のほか、『Ｐｒｉｎｃｅｓｓ Ｌｕｃｉａ』（月刊コミックブレイド）、『ラブプラ
スＲｉｎｋｏ Ｄａｙｓ』（月刊別冊少年マガジン）を連載中。

君のいる町
　週刊少年マガジンに平成２０年から連載中の漫画で単行本
は現在１５巻まで発売中。
　広島県の小さな町で高校入学を控えた主人公の家に、ヒロ
インの少女が突然居候として東京からやって来ることからはじ
まる青春物語です。
　この舞台となっているのが庄原市で『神野瀬の湯』や『高野
中学校』などの景色が作品内にたびたび登場しており、この景
色を探してファンの方が市内を訪れています。

ⓒ瀬尾公治／講談社
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昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事

業
は
、未
利
用
木
材
の
有
効
活
用
と
山
元

の
利
益
創
出
を
事
業
目
的
に
掲
げ
、そ
の

一
環
と
し
て
、原
料
に
使
用
す
る
市
内
の
原

木
を
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

収
集
は
、ペ
レ
ッ
ト
製
造
を
行
う
庄
原
さ

と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
が
実
施
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
収
集
木
材

　

市
内
の
山
林
か
ら
出
さ
れ
る
ス
ギ・ヒ
ノ
キ

の
間
伐
材
お
よ
び
林
地
残
材

◆
対
象
者

　

市
内
山
林
の
個
人
所
有
者
、自
治
組
織

　

※
個
人
林
家
を
除
く

◆
受
入
場
所

　

庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レッ
ト（
株
）

　

庄
原
市
森
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場（
庄
原
市
是

松
町
20

−

31　

庄
原
工
業
団
地
内
）

◆
受
入
時
間

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分（
土・日
、祝
日
を

除
く
）

◆
申
し
込
み

　

事
前
に
庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
の
内
容

　

買
い
取
り
価
格
や
材
の
大
き
さ
な
ど
の

条
件
は
、持
ち
込
む
形
態
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

❶
自
ら
間
伐
を
実
施
し
、原
木
を
直
接
持

ち
込
む
場
合

○
材
長　
　

１
～
３ 

ｍ

○
元
口
径　

５㎝
以
上（
枝
払
い
が
必
要
）

○
買
取
価
格　

７
千
円
／
ト
ン（
税
込
み
）

○
そ
の
他　

伐
採
後
１
年
以
内
の
材
が
対

象
。一
人
当
た
り
10
ト
ン
を
上
限
と
し
、予

定
収
集
量
に
届
き
次
第
、締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

※
５
ト
ン
以
上
の
場
合
は
集
荷
し
ま
す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
森
林
組
合
や
素
材
生
産
業
者
へ
依
頼
し

て
木
材
を
伐
採・搬
入
す
る
場
合

○
対
象
者　

上
記
の
対
象
者
で
、市
内
の
森

林
組
合
や
素
材
生
産
業
者
を
介
し
て
材
を

持
ち
込
む
方
。

○
末
口
径　

５㎝
以
上

○
買
取
価
格　

１
千
円
／
ト
ン（
税
込
み
）

を
、庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レ
ッ
ト
㈱
か
ら
山
林

所
有
者
へ
直
接
お
支
払
い
し
ま
す
。

○
事
業
概
要
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
０

○
ペ
レ
ッ
ト
製
造
お
よ
び
木
材
収
集
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
と
や
ま
ペ
レッ
ト
㈱

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
３
１
０

林
業
振
興
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
０

ペ
レ
ッ
ト
原
料
の
木
材
を
収
集
し
て
い
ま
す

●

●

●

●

●
●

庄原IC

４２２

かんぽの郷庄原

至九州

至大阪

上野公園

国営備北
丘陵公園

食彩館しょうばら
ゆめさくら

至三次

至米子

至松江

庄原市総合体育館

市
民
会
館

市
役
所

432

432

183

61

庄原工業団地内
庄原市森のペレット工場

びんご
しょうばらびんご

みっかいち

■木材の受け入れ場所
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世
界
の
す
べ
て
の
国
と
人
々
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
目
標
を
定
め
た「
世
界
人
権
宣

言
」が
１
９
４
８
年
12
月
10
日
、第
３
回
国

際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
連
合
は
採
択
日
の
12
月
10
日
を

「
世
界
人
権
デ
ー
」と
し
、日
本
で
は
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と
定

め
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
事
業
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、金
子
み
す
ゞ
パ
ネ
ル
展
や
人

権
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
す
べ
て
の
人
の
命
、お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、「
思
い
や
り
の
心
」

に
つい
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
、み
ん
な
が
共

存
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

大
事
な
の
は「
思
い
や
り
の
心
」

～
明
る
く
、住
み
よ
い
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

12
月
４
日
～
10
日
は

人
権
週
間
で
す
。

【
比
和
人
権
講
演
会
】

と
き　

11
月
16
日（
水
）

19
時
30
分
～
21
時

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

演
題

ボ
ク
、学
習
障
害
と
生
き
て
ま
す

～
共
に
向
き
合
い
、希
望
で
生
き
る
～

講
師　

南な
ぐ
も雲　

明あ
き
ひ
こ彦
さ
ん

　

昭
和
59
年
新
潟
県
生
ま
れ
。知
的

な
遅
れ
は
な
い
が
、読
み
書
き
に
困
難

を
伴
う「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」と
い
う
学

習
障
害
を
抱
え
な
が
ら
、「
学
習
障
害

は
自
分
の
中
の
宝
物
」「
障
害
は
理
解

と
支
援
の
い
る
個
性
」と
い
う
想
い
を

持
ち
、同
じ
よ
う
な
障
害
を
持
つ
人
た

ち
の
声
を
、講
演
、執
筆
活
動
な
ど
を

通
じ
て
広
く
伝
え
る
こ
と
に
尽
力
中
。

【
庄
原
市
人
権
講
演
会
】

と
き　

12
月
２
日（
金
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分（
開
場
18
時
）

人
権
作
品
等
表
彰
式

• 

講　

演

• と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

演
題　
いっこ
く
堂
の
人
権
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

講
師　
いっこ
く
堂
さ
ん

　
いっこ
く
堂
さ
ん
は
、法
務
省
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
し
て
い
る
人
権

啓
発
映
像
に
出
演
し
て
い
ま
す
。こ
の

啓
発
映
像
は
全
６
編
で
構
成
さ
れ
、何

気
な
い
日
常
生
活
の
中
の
一
場
面
を

腹
話
術
の
人
形
を
用
い
て
、いっこ
く
堂

さ
ん
が
演
じ
な
が
ら
、人
権
問
題
を
考

え
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

当
日
は
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
映
像
を

見
な
が
ら
身
近
な
人
権
問
題
に
つい
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
講
演
会
で
は
、腹
話
術
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
が
、腹
話
術
シ
ョ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

「
人
権
の
花
」図
画
展
示

　

本
年
度
も
三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
庄
原
市
部
会
は
、市
内
の
全
小
学
校
へ
花

の
種
を
配
布
し
、大
切
に
育
て
る
こ
と
を
通

し
て
、思
い
や
り
の
心
を
養
う「
人
権
の
花

運
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
描
い
た「
人
権
の
花
」を

ご
覧
く
だ
さ
い

と
き　

12
月
４
日（
日
）～
７
日（
水
）

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階

問
い
合
わ
せ

三
次
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
０
４

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

　

男
女
差
別
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、

問
題
解
決
の
た
め
に
援
助
す
る
専
用
電
話
相

談「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
常
設
。

　

全
国
一
斉
強
化
週
間
と
し
て
11
月
14
日

（
月
）～
20（
日
）を
設
定
し
、法
務
局
職
員
と

人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

【
相
談
時
間
】

11
月
14
日（
月
）～
18
日（
金
）

８
時
30
分
～
19
時

11
月
19
日（
土
）・20
日（
日
）10
時
～
17
時

【
問
い
合
わ
せ
】

広
島
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
一
課

☎
０
８
２

−

２
２
８

−

５
７
９
０
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事
業
概
要

◇
対
象
者

①
在
宅
で
生
活
し
、病
状
が
落
ち
着
い
て
い

る
精
神
障
害
者
の
方

②
本
事
業
へ
の
利
用
が
適
当
で
あ
る
と
主

治
医
が
判
断
し
た
方

③
保
護
者
お
よ
び
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ

る
方

④
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
方

◇
開
催
日
時

毎
月
第
２・４
木
曜
日

10
時
～
15
時

◇
持
参
物

弁
当

• 

参
加
費　

• 

50
円

※
調
理
実
習
な
ど
が

あ
れ
ば
別
に
徴
収
。

◇
と
こ
ろ

庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

調
理
実
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
、座
談
会
な
ど
。

※
支
援
者
で
あ
る
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

への
入
会
希
望
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
５

支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
応
援
し
て
い
ま
す

11
月・12
月
の
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

予
定
日

内　

容

11
月
24
日（
木
）
誕
生
日
会（
調
理
実
習
）

12
月
８
日（
木
）
体
育
館
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

12
月
22
日（
木
）
ク
リ
ス
マ
ス
会（
調
理
実
習
）

年に２回実施して
いるバスツアーで
の昼食風景

土居和子  保健師 庄原市精神保健ボランティアの会

会長　渡邊徳夫さん

　

東
城
公
共
下
水
道
は
、平
成
27
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、都
市
基
盤
を
支
え
る
基
幹

施
設
で
あ
る
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
、

事
業
の
効
率
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

よ
り
健
全
な
運
営
を
目
指
す
た
め
、

現
在
の
都
市
計
画
に
あ
る
下
水
道
排

水
区
域
を
、縮
小
す
る
変
更
案
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
計
画
し
て
い
ま
す
。

（１）
都
市
計
画
の
種
類

東
城
都
市
計
画
下
水
道

（２）
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

東
城
町
川
西
お
よ
び
川
東

（３）
縦
覧
場
所

東
城
支
所
環
境
建
設
室

（４）
縦
覧
期
間

11
月
下
旬
～
12
月
上
旬
予
定

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
下
水
道
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
６

東
城
支
所
環
境
建
設
室

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
４
１

公
共
下
水
道
事
業
の
効
率

化
と
健
全
運
営
を
目
指
す

東
城
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
の
縦
覧

　

市
は
、精
神
障
害
者
の
方
の
社
会
復
帰
を

目
指
す
相
談
指
導
事
業
と
し
て『
ド
ー
ナ
ツ

倶
楽
部
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ー
ナ
ツ
倶
楽
部
は
、在
宅
で
生
活
を

送
っ
て
い
る
精
神
障
害
者
が
交
流
で
き
る
場

を
設
け
、仲
間
づ
く
り
、社
会
復
帰
、社
会

参
加
、生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
現
在
９
人

で
ド
ー
ナ
ツ
倶
楽
部
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
。心
の
病
気
が
あ
り「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」と
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談

役
に
な
って
、少
し
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

時
間
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。同
じ
状
況
で
悩
ん

で
い
る
人
と
出
会
え
た
」と
毎
回
楽
し
み
に

さ
れ
、ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。少
し
ず

つ
で
も
こ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

心
の
病
気
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
居
場

所
の
提
供
と
、社
会
復
帰
を
目
指
し
て
こ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
こ
県
北
地
方
で
は
自
殺
率
が
高

い
た
め
、こ
の
事
業
を
通
し
て
も「
命
」の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
方
、ま
た
そ

う
いっ
た
悩
み
を
抱
え
る
家
族
を
お
持
ち
の

方
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ド
ー
ナ
ツ
倶
楽
部
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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Ｄ
Ｖ
防
止
法（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）が

制
定
さ
れ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
と
な
る
行
為
を
含

む「
重
大
な
人
権
侵
害
」で
あ
る
と
い
う
理

解
も
深
ま
って
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、Ｄ
Ｖ
が
原
因
と
い
え
る
痛
ま
し

い
事
件
は
絶
え
ず
、９
月
に
は
県
内
で
も
悲

し
い
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
は
身
体
だ
け
で
な
く
心
に
も
深

い
傷
を
与
え
ま
す

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、配
偶
者（
夫
ま
た
は
妻
）や
恋

人
な
ど
、親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の

暴
力
を
い
い
ま
す
。中
で
も
、男
性
か
ら
女

性
へ（
夫
か
ら
妻
へ
、彼
か
ら
彼
女
へ
）と
い
う

ケ
ー
ス
が
最
も
一
般
的
で
す
。Ｄ
Ｖ
は
大
切

に
思
う
相
手
か
ら
、安
全
で
あ
る
は
ず
の
日

常
の
中
で
与
え
ら
れ
る
恐
怖
や
緊
張
で
す
。

こ
の
た
め
、被
害
は
ケ
ガ
な
ど
身
体
的
な
影

響
に
と
ど
ま
ら
ず
、心
に
も
深
い
ダ
メ
ー
ジ

を
残
し
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
目
撃
さ
せ
る
こ

と
は
、子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
行
為
で
あ

り
、精
神
的
虐
待
で
す
。こ
れ
は
、児
童
虐

待
防
止
法
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、あ
る
い
は
Ｄ

Ｖ
を
受
け
て
い
る
人
が
こ
れ
以
上
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
、「
殺
人
」と
い
う
結
果
を
招
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
」と「
夫
婦
げ
ん
か
」の
違
い

　

Ｄ
Ｖ
と
夫
婦
げ
ん
か
の
一
番
大
き
な
違
い

は
、“
お
互
い
が
対
等
な
立
場
で
あ
る
か
ど

う
か
”で
す
。

　

周
り
か
ら
見
る
と
、Ｄ
Ｖ
も
た
だ
の
夫
婦

げ
ん
か
と
と
ら
れ
が
ち
で
す
が
、対
等
な
立

場
で
や
り
あ
う
夫
婦
げ
ん
か
に
対
し
て
、Ｄ

Ｖ
は
、い
つ
も
同
じ
人
が
優
利
な
立
場
で
一

方
的
に
相
手
を
責
め
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
力
や
体
力
、社
会
や
家
庭
内
で
の
立

場
な
ど
、二
人
の
間
に
力
の
差
が
あ
る
中
で
、

力
を
持
つ
側
が
相
手
に
力
を
持
つ
こ
と
を

許
さ
ず（「
支
配
」）、相
手
の
行

動
や
考
え
さ
え
も
自
分
の
思
い

通
り
に
し
よ
う
と
す
る（「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」）Ｄ
Ｖ
は
、と
て
も
不

平
等
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。

逃
げ
ら
れ
な
い
被
害
者

　

で
は
、Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
人
は
な
ぜ
逃

げ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｄ
Ｖ
を
す
る
人
は
、暴
力
の
後
に
謝
罪
や

贈
物
を
し
た
り
、「
お
前
が
い
な
い
と
や
っ
て

い
け
な
い
」と
言
っ
た
り
す
る
な
ど
、見
せ
か

け
と
も
い
え
る「
優
し
さ
」や「
弱
さ
」を
相

手
に
見
せ
ま
す
。

　

こ
れ
が
、「
支
配
」と「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」の

関
係
を
修
復・
強
化
す
る
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
人
は
、

「
も
う
暴
力
を
振
る
わ
な
く
な
る
の
で
は
」

「
暴
力
を
振
る
わ
な
い
と
き
が
本
当
の
姿
」

と
い
う
期
待
を
抱
き
、逃
げ
ら
れ
な
い
原
因

の
ひ
と
つ
に
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、逃
げ
た
後
の
経
済
的
自
立
が
困
難

で
あ
る
こ
と
も
、そ
の
原
因
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。ご

相
談
く
だ
さ
い

　

市
は
７
月
か
ら
、女
性
相
談
員
を
設
置
し

て
、Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

　
い
く
ら
夫
婦
や
恋
人
で
あ
っ
て
も
、ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
、暴
力
や
暴
言
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
、相
手
と
の
関
係
を
つ
ら
い
と
感
じ

て
い
る
な
ら
、ど
う
ぞ「
ひ
と
り
」で
悩
ま
な

い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ご
家
族
や
友
人
か

ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

STOP!
the DV
女性に対する暴力をなくす運動

(11/12 ～ 25）
※DV（ドメスティック・バイオレンス）＝夫または
妻・恋人からの暴力（例）殴る、蹴る、つねる、首を絞める、物を

投げつける・叩く、刃物を突きつける、殴る
ふりをして脅す、髪を引っ張る、熱湯や水
をかける　など

（例）無視、人格を否定する、常に非難・批
判する、暴言をはく、交友関係や電話を細
かく監視する、外出を制限する、大切なも
のを壊す　など

（例）性的行為の強要、避妊に協力しな
い、見たくないポルノビデオやポルノ雑誌
を見せる、中絶の強要　など

（例）生活費を入れない、借金を重ねる、
金銭的な自由を与えない、相手だけに仕
事をさせる、させない　など

ＤＶにはさまざまな形態があります
　身体への暴力以外にも、精神的暴力、
経済的暴力、性的暴力など、ＤＶにはさま
ざまな形態があります。
　身体的暴力以外の暴力は、加害者も被
害者もＤＶであると認識しにくく、被害がより
深刻化する可能性があります。

身体的暴力

精神的暴力

性的暴力

経済的暴力

相談・問い合わせ
女性児童課
男女共同参画係
☎０８２４−７３−１２４３
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ポイント１　手洗いやうがいを日常的に行う
○外出先から帰宅したら真っ先に手洗い・うがいを行いましょう。
手洗いは、石けんなどを使って最低１５秒以上、手のひらだけでな
く、手の甲、指やつめの間、手首までしっかり洗い、洗った後は、清
潔なタオルで十分にふきとるようにします。

ポイント２　咳エチケットを習慣にする
○咳やくしゃみが出たら、必ずマスクをしましょう。使用後のマスク
は放置せず、ゴミ箱に捨てましょう。
○マスクがないときに、咳やくしゃみが出そうになったら、人から顔
をそむけてティッシュなどで口と鼻を押さえましょう。鼻水・痰など
を含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。

『咳エチケット』とは・・・
インフルエンザなどを他の人にうつさないために、咳やくしゃみな
どの症状のある人が、心がけるべきエチケットのことです。

ポイント３　適度な湿度を保つ
○空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、インフル
エンザにかかりやすくなります。乾燥しやすい室内では加湿器を
使うなど、適切な湿度（５０～６０%）を保つことも効果的です。

ポイント４　予防接種
○発症する可能性を減らし、発症しても重い症状になるのを防ぎ
ます。

「インフルエンザ」
―実践したい予防と療養―

保健医療課医療予防係　☎０８２４−７３−１１５５

　

毎
年
冬
に
な
る
と
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る

病
気
で
、風
邪
よ
り
も
感
染
力
が
強
く
、症

状
が
重
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

38
～
40
度
の
急
激
な
高
熱
で
発
症
し
、悪

寒
、倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
を
伴
い
ま

す
。幼
児
や
高
齢
者
、妊
婦
、肺
や
心
臓
の

慢
性
的
疾
患
患
者
、糖
尿
病・じ
ん
臓
病
患

者
、免
疫
不
全
状
態
の
人
は
症
状
が
重
く

な
り
や
す
く
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

風
邪
の
症
状

　

鼻
水
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
局
所
症
状

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　

38
度
以
上
の
発
熱
や
せ
き
、の
ど
の
痛
み
、

全
身
の
倦
怠
感
や
関
節
の
痛
み
な
ど
の
全

身
症
状

症
状
が
あ
る
場
合
に
は

　

急
な
発
熱
や
咳
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
、早
め
に
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。受
診
す
る

際
に
は
、必
ず
マ
ス
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

で
き
る
だ
け
家
族
と
は

別
の
部
屋
で
安
静
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

こ
ま
め
に
水
分
を
と

り
、十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
へ
行
く
時

や
家
族
と
接
す
る
時
は
、マ
ス
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

熱
が
さ
が
っ
て
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
残
っ
て
お
り
、他

の
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。医
師
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

次
の
方
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
日
に
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能
、ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方

実
施
期
間

12
月
31
日（
土
）ま
で

※
た
だ
し
、医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く

接
種
場
所

市
内
各
医
療
機
関（
市
外
で
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

接
種
料
金　

１
千
円

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、減
額
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

（
12
月
28
日（
水
）ま
で
）

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方　

�

無
料

②
市
民
税
非
課
税
世
帯　

�

５
０
０
円

接
種
回
数　

１
回（
２
回
目
の
接
種
は
、全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

感染を予防するポイント

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
ご
案
内

自
宅
療
養
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

ポ
イ
ン
ト
③

ポ
イ
ン
ト
④
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安
心・安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
１
１
０

庄
原
税
務
署　
　
　

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

１
０
０
１

税
務
課
市
民
税
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
６

飲
酒
運
転
の
根
絶
を

　

今
年
に
入
り
、庄
原
警

察
署
管
内
で
、飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
４
件

も
発
生
し
、そ
の
う
ち
１

件
は
死
亡
事
故
で
し
た
。

　

９
月
末
現
在
、飲
酒
運
転
で
11
件
検
挙

し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
は
厳
し
い
処
分
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

■
酒
酔
い
運
転

　

 

○
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　

 

○
免
許
の
取
り
消
し
（
無
条
件
で
35

点
減
点
、３
年
間
受
験
資
格
な
し
）

■
酒
気
帯
び
運
転

　

 

○
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　

50
万
円
以
下
の
罰
金

　
 

○
免
許
の
取
り
消
し（
違
反
点
数

25
点
、２
年
間
受
験
資
格
な
し
）～

免
許
停
止（
90
日
、違
反
点
数
13

点
）

※
車
両
の
提
供
者
、酒
類
の
提
供
者
、

車
両
の
同
乗
者
も
同
様
に
厳
し
い
処

分
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、運
転
者
本
人
は
も
と
よ

り
、家
族
や
周
囲
の
人
の
意
識
が
大
切
で

す
。年
末
に
向
け
て
、飲
酒
運
転
を
絶
対
に

「
し
な
い・さ
せ
な
い
」よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

庄
原
警
察
署
管
内
の
犯
罪
発
生
件
数

犯
罪
の
発
生
傾
向

　

庄
原
警
察
署
管
内
で
は
、平
成
14
年

の
犯
罪
発
生
件
数
が
２
８
０
件（
１
月
～

９
月
）だ
っ
た
の
に
対
し
、今
年
は
１
２
８
件

（
約
45
％
）に
減
少
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

依
然
と
し
て
多
い
の
が「
窃
盗
犯
」で
、全
体

の
72
％
に
も
上
り
ま
す
。特
に
シ
ョッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
万
引
き
は

20
件
の
届
出
が
あ
り
、19
人
を
検
挙
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な

ど
を
利
用
し
た
詐
欺
事
件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。購
入・契
約
す
る
際
に
は
相
手
方
が

信
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
十
分
に
検
討
し

た
う
え
で
、購
入・契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（１～９月）

刑法犯総数 １２８

凶悪犯 ３

窃盗犯 ９３

器物損壊 １２

詐欺など ８

住居侵入 ４

その他 ８

を
考
え
る
週
間

　

毎
年
11
月
11
日
～
17
日
が「
税
を
考
え

る
週
間
」な
の
を
ご
存
知
で
す
か
。こ
の
機

会
に
税
に
つい
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

税
に
関
す
る
催
し
を
開
催

　

期
間
中
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
広
場
で「
中
学
生
の
税
の

作
文・習
字
」表
彰
作
品
の
展
示
お
よ
び

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

11
月
12
日（
土
）に
は
、10
時
30
分

か
ら「
中
学
生
の
税
の
作
文・習
字
」の

表
彰
式
、13
時
か
ら
納
税
貯
蓄
組
合

主
催
の「
お
り
が
み
教
室
」が
あ
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

資
産
税
の
個
別
相
談

　

庄
原
税
務
署
は
、相
談
日（
予
約
制
）を

設
け
て
、資
産
税（
相
続
税・贈
与
税・譲
渡

所
得
）に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
の
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
も
電
話
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
11
月
・
12
月
の
相
談
日

11
月
25
日（
金
）・12
月
16
日（
金
）

10
時
～
15
時
30
分

農
業
収
支
計
算
の
準
備
は
お
早
め
に

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、実
際
の
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
計
算

す
る「
収
支
計
算
」が
原
則
で
す
。

　
「
収
支
計
算
」を
す
る
た
め
に
は
、収
入

金
額
と
経
費
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。ま
た
、領
収
書
を
残
し
て
い
な
い

経
費
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、こ
れ
ら
の
書
類
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に

整
理
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の『
農
業
収
支
計
算

ソ
フ
ト
』を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

寄
付
金
・
義
援
金
を
支
払
っ
た
方
へ

　

義
援
金
な
ど
を
支
払
っ
た
個
人
の
方
は
、

翌
年
に
確
定
申
告
す
れ
ば
所
得
税
等
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。確
定
申
告

に
は
義
援
金
な
ど
の
領
収
書
や
受
領
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、主
に
次

の
２
点
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

①
寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
が

２
千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
現
行

５
千
円
）

②
市
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税

な
ど
の
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
過
料

が
10
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
現
行
３
万
円
以
下
）

税
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「
遊
び
」

お
手
玉・
け
ん
玉・こ
ま・
あ
や
取

り・折
り
紙
な
ど
、自
分
の
力
で
動

か
す
も
の
が
主
流
で
し
た
。

今　
電
池
な
ど
で
勝
手
に
動
い
た
り
、

　

音
が
出
た
り
す
る
も
の
が
多
い
。

赤
ち
ゃ
ん
に
は
、昔
の
遊
び
の
よ
う
に
自
分
で

何
か
し
な
い
と
遊
べ
な
い
お
も
ち
ゃ
の
方
が

適
し
て
い
ま
す
。最
近
は
、手
先
を
使
う
こ

と
が
苦
手
な
子
ど
も
も
多
く
、手
先
を
使

う
昔
の
遊
び
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
悩
み
は
つ
き
も
の
で
す

　
「
親
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
、子
ど
も
を
育

て
る
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
」と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。育
児
の
方
法
は
、

時
代
の
変
化
と
共
に
多
少
変
わ
っ
て
は
き
て

い
ま
す
が
、悩
ん
だ
り
、不
安
に
思
っ
た
り
す

る
こ
と
に
今
も
昔
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。祖
父
母
は
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
知

恵
を
孫
に
伝
承
し
、孫
か
ら
は
元
気
を
も
ら

い
ま
す
。

　

孫
は
、親
と
は
違
う
世
代
の
大
人
と
の
関

わ
り
方
や
社
会
性
を
学
び
、高
齢
者
や
他
者

への
思
い
や
り
や
優
し
さ
を
学
び
ま
す
。

　

尊
い「
い
の
ち
」を
家
族
や
地
域
で
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

庄
原
市
で
は
年
間
で
約
２
３
０
人
の

「
命
」が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
と
共
に
子
育
て
の
考
え
方
や
あ
り

方
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
を
愛
し
、大
切
に
守
り
育
て
る
気
持

ち
は
、今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。

今
回
は
、自
信
を
持
って
楽
し
み
な
が
ら「
子

育
て
」「
孫
育
て
」を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、相
談
の
多
い
内
容
を
何
点
か
紹
介
し
ま

す
。

「
抱
き
癖
」

昔　
抱
き
癖
が
つ
く
と
自
立
が
遅
れ
、

　

甘
え
ん
坊
に
な
る
の
で
、抱
っこ
し
す

ぎ
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今　
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
抱
っ
こ
は
心
の

　

栄
養
。抱
き
癖
な
ど
心
配
し
な
い

で
、た
く
さ
ん
抱
っこ
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
母
乳
と
ミ
ル
ク
」

昔　
昭
和
40
年
代
は
、育
児
用
ミ
ル
ク

　

の
方
が
母
乳
よ
り
栄
養
が
あ
る
と

い
わ
れ
、育
児
用
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
る
親
が

多
く
い
ま
し
た
。哺
乳
ビ
ン
は
鍋
で
グ
ラ
グ
ラ

煮
沸
消
毒
。熱
湯
を
か
け
る
の
が
消
毒
の
主

流
。今　

妊
娠
中
の
約
９
割
の
女
性
が
母
乳

　

で
育
て
た
い
と
い
う
考
え
を
持
ち
、

母
乳
育
児
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

母
乳
に
は
免
疫
力
を
高
め
、母
と
赤
ち
ゃ
ん

の
き
ず
な
を
深
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、母
乳
の
出
具
合
に
は
個
人
差
が
あ

り
、母
乳
も
ミ
ル
ク
も
栄
養
の
面
で
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

哺
乳
瓶
の
消
毒
は
、浸
す
だ
け
で
よ
い
消

毒
液
か
ら
、電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
！
で
き
る

グ
ッ
ズ
も
あ
り
ま
す
。

「
離
乳
食
」

昔　
３
～
４
カ
月
ご
ろ
か
ら
開
始
。

　

開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
食
べ
物
を

見
た
と
き
口
を
開
け
る
、よ
だ
れ
が
よ
く
出

る
、体
重
が
７
㌔
近
く
な
っ
た
ら
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。果
汁
は
、ス
プ
ー
ン
に
慣
ら

す
た
め
の
準
備
段
階
で
２
カ
月
ご
ろ
か
ら
与

え
、「
離
乳
食
の
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
は
卵
か

ら
」と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
し
た
。

今　
５
～
６
カ
月
ご
ろ
か
ら
開
始
。

　

開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、ス
プ
ー
ン
な

ど
を
口
に
入
れ
て
も
舌
で
押
し
出
す
こ
と
が

少
な
く
な
る（
哺
乳
反
射
の
減
少
）な
ど
、食

べ
た
が
る
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。離
乳
の
準
備
の
た
め
に
果
汁
を
あ
げ
る

必
要
は
な
く
、消
化
機
能
の
未
熟
な
赤
ち
ゃ

ん
は
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
関
係
か
ら
牛
乳
や

卵
は
様
子
を
見
な
が
ら
与
え
ま
す
。詳
し
く

は
、保
健
師・栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保健師　峠　恵子
高野支所市民生活室

地域で子育てを応援しよう
子育て今昔物語

～認め合う昔と今の子育て～

昔
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大
会
出
場
者（
敬
称
略
）

国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１（
大
正
琴
）

琴
城
流　

西
城
琴
音
会

角
田
壽
美
江（
西
城
町
）

伊
達　

初
惠（
西
城
町
）

保
田　

久
子（
西
城
町
）

渡
辺　

宏
子（
西
城
町
）

国
民
体
育
大
会

●
な
ぎ
な
た
競
技（
少
年
女
子
演
技・
試

合
）

森
本
真
由
子（
庄
原
実
業
高
２
年
）

●
ク
レ
ー
射
撃（
成
年
男
子
）

谷
山　

誠（
川
手
町
）

●
剣
道（
成
年
男
子
）

田
淵　

秀
彦（
西
城
町
）

●
サ
ッ
カ
ー（
成
年
男
子
）

山
坂　

亮（
総
領
町
）

全
日
本
杖
道
大
会

谷
口　

裕
基（
広
島
大
２
年
・
本
村
町
）

佐
倉　

康
隆（
呉
高
専
５
年
・
小
用
町
）

谷
口　

桃
子（
福
山
大
１
年
・
本
村
町
）

尾
原　

竜
生（
庄
原
実
業
高
１
年
）

廣
畑　

翔
太（
庄
原
実
業
高
１
年
）

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭（
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

東
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

小
谷　

長
久（
東
城
町
）

新
谷　

角
夫（
東
城
町
）

生 涯
学 習 課

高 野
支 所

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
観
光
振
興
を

高
野
で
着
地
型
観
光
講
演
会

大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
激
励

全
国
大
会
等
出
場
者
壮
行
式

　

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
開

通
を
起
爆
剤
と
し
て
観
光
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
ろ
う
と
、市
と
高
野
地
域
づ
く
り

未
来
塾
は
９
月
20
日
、上
高
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
で「
着
地
型
観
光
講
演
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
福
山
支
店
の

西
正
尚
支
店
長
が「
い
ま
、旅
は
地
元
発
信

が
楽
し
い
！
～
着
地
型
観
光
の
ス
ス
メ
～
」

と
題
し
て
講
演
。観
光
客
の
動
向
や
ニ
ー
ズ

が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
の
重
要

性
を
訴
え
、「
地
域
住
民
が
郷
土
に
深
い
愛

情
と
誇
り
を
持
ち
、地
域
独
自
の
魅
力
を

　

文
化・ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
全
国
大
会
な
ど

へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
式
が
９
月
16
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
、出
場
者
を
は
じ
め
関
係

者
や
家
族
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、滝
口
季
彦
市
長
と
竹
内
光
義

市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
出
場
者
を

激
励
し
、辰
川
五
朗
教
育
長
が
祝
金
と
花

束
を
一
人
一
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
を
代
表
し
て
、第
66
回
国
民
体
育

大
会
へ
出
場
す
る
森
本
真
由
子
さ
ん
が
決
意

表
明
し
、大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

講演会の様子

決意表明する森本さん（右から 3人目）

盛
り
込
ん
だ
ツ
ア
ー
を
企
画・運
営
し
て
い

こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
に
地
域
住
民
な
ど
約
40
人

が
参
加
。同
未
来
塾
着
地
型
観
光
部
会
の

馬
舩
純
一
部
長
は「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
観

光
メ
ニュ
ー
や
回
遊
ル
ー
ト
が
充
実
し
、多
く

の
方
が
高
野
の
地
に
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
」と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、10
月
７
日
か
ら
は
３
回
シ
リ
ー
ズ

で「
観
光
開
発
講
座
」を
開
催
し
、延
べ
約

１
２
０
人
が
地
域
資
源
の
発
掘
や
着
地
型

観
光
商
品
の
開
発・販
売
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

村
上
恵
美
子（
東
城
町
）

小
谷　

汎
史（
東
城
町
）

児
玉　

智
久（
東
城
町
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

森
信　

正
彦（
川
手
町
）

●
１
５
０
０ｍ
走・１
０
０ｍ
走

北
村
光
太
郎（
庄
原
特
別
支
援
学
校
高
等
部
２
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

●
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

宗
信　

彰
吾（
庄
原
中
３
年
）

●
砲
丸
投
げ

中
川　

美
彩（
東
城
中
２
年
）
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Camera Report
カメラレポート
ぐるっと庄原。
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REPORT1庄原の秋をとことん満喫
１０月１６日に各地域で秋まつりが開催

　「ひびけ この声、心意気！！」をテーマに第１９回比和やまび
こ祭が比和総合運動公園で開催され、市内外から約５,０００
人が来場しました。
　陰陽の文化交流として、山陰から出雲神楽、山陽から下蒲
刈獅子舞が演舞を披露。広島県警察音楽隊による演奏、桜井
くみ子、上杉千恵美の歌謡ショーで大いに盛り上がりました。
　また、比和中学校の生徒が広島県指定無形民俗文化財「比
和牛供養田植」を披露し、会場から大きな拍手が送られまし
た。
　参加者は、同時開催の「からだいきいき健康まつり」で、骨
密度や筋肉量、血圧などを測定し、健康をチェック。地元の特
産市場や市民グループ、自治振興区などが販売する新鮮な農
産物や比婆牛のもも丸焼きなどを買い求めていました。

　「人と人のふれあいを深め、にぎわいのあるまちづくりの推
進」を目的に、第２９回ふれあい東城まつりが東城小学校グラ
ウンドをメーン会場に開催され、約７,０００人の来場者でにぎ
わいました。
　中島ゆきこ、まなみのりさ、自治振興区などのステージショー
をはじめ、自慢の歌声を披露する「ふれあいのど自慢」、保育
園児による「竹太鼓」が行われました。また、「消防はしご車の
搭乗体験」「健康広場」など誰でも参加できる催しも開催。
　消防はしご車の搭乗体験をした東城保育所の笹尾友哉く
んは「おばあちゃんの家や東城のいろいろなところが見えて
楽しかった」と話していました。
　東城文化会館では、生け花や絵画などの展示、東城町老人
福祉センターではフラダンスや舞踊などの活動団体が発表す
る「ふれあいの夕べ」も開催されました。

　『西城を元気に！みんな「わ」になろう！』をテーマに「第３１回
西城ふるさと祭」が西城球技場で開催され、約３,０００人が来
場しました。
　２年ぶりの開催となるこの祭は、各自治振興区がテントを持
ち寄り会場設営するなど、地元の祭を盛り上げようと、多くの
協力の「わ」が集まりました。
　会場では、町内の保育所や小学校のダンス演技や和太鼓・
鼓笛演奏のほか、大縄跳びと玉入れで競う自治振興区対抗ス
ポーツ大会やウルトラクイズなどが行われました。また、地元
食材を使用した飲食店や自治振興区の試食コーナー、西城市
民病院の健康チェックコーナーなども設けられました。
　実行委員長の津守直樹さんは「今年は多くの来場者があ
り、西城に元気が取り戻せた」と喜んでいました。

比和

西城

東城

▲ロードレース

▲比和中生徒による比和牛供養田植

▲自治振興区対抗大縄飛び

▲東城保育所竹太鼓

▲ちびっこ相撲

▲福もちまき
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カメラレポート
ぐるっと庄原。

広報2011.1125

Camera Report

広報2011.1125

　上野総合公園で、市内２団体がボランティア清掃を実
施しました。
　１０月１２日、庄原ライオンズクラブ（会長：山本修三）
は、会員２２人で上野総合公園弁天島周辺を中心に草刈
りを実施しました。ライオンズクラブは、毎年１０月８日を
「ライオンズデー」とする全国的な奉仕活動を実施して
おり、上野総合公園周辺での清掃奉仕は今年で４回目と
なります。
　１０月１５日には、庄原市シルバー人材センター（理事
長：伊藤昇）の本所会員９０人が、１０月第３土曜日を「シ
ルバーの日」とする全国一斉の奉仕活動として、公園内
でゴミ拾いなどの清掃ボランティアを実施しました。
　公園を管理する市役所都市整備課の清水健治課長は

「行政による清掃管理だけでなく、皆さんの清掃奉仕に
よって公園がますますきれいになった。皆さん気持ちよく
利用することができる。引き続きマナー良く利用してほし
い」と話していました。

　峰田小学校の５・６年生が９月１５日・２９日の２日間、
「地域の調べ学習」を行いました。
　この授業は、庄原を舞台とした劇を作るための事前学
習として行われたもので、小学校の周辺にある「鍬

くわよせ

寄古
墳」「千

せ ん が じ

ヶ寺古墳群」「蘇
そ ら ひ こ

羅比古神社」を巡りました。
　講師として市役所生涯学習課の職員が同行し、古代
の庄原が鉄の一大生産地だったと、道中で採取した鉄滓

（鉄を作ったときの残りかす）を見せながら解説。児童た
ちは熱心に耳を傾けていました。
　普段、教科書でしか学習することのない遺跡や遺物を
見学した児童たちは「本物の古墳が意外と近くにあるこ
とにびっくりした」「蘇羅比古神社がそんなに古くからあ

るとは思わなかった」と驚いていました。 　第１２回庄原こどもミュージカル「しらゆき姫」の公演が１０月１６日、庄原市民
会館で行われ、２回の公演で約１,１００人が来場しました。
　庄原・三次・広島市から集まった７７人の子どもたちは、ミュージカルひろば主
宰増田明さんの指導のもと、この日のために５月から練習を積み重ねてきまし
た。
　出演した子どもたちは、役柄ごとに色とりどりの衣装を身に付け、オリジナル
ストーリー「しらゆき姫」を身体全体で表現し、元気な歌声を会場に響かせてい
ました。
　庄原こどもミュージカル実行委員長の児玉節さんは「子どものころに豊富な
経験をしてきた大人ほど、やる気や生きがいを持っている人が多い。子どもたち
がすばらしい体験ができるミュージカルという機会をこれからも提供し続けて
いきたい」と話していました。

REPORT4 REPORT2身近な歴史に見て触れて学習しよう
峰田小５・６年が地域の調べ学習

子どもたち一人一人が輝く舞台
第１２回庄原こどもミュージカル

REPORT5上野総合公園がきれいになりました
庄原ライオンズクラブ・庄原市シルバー人材センターが清掃奉仕

　けんみん文化祭ひろ
しま２０１１「民謡・民舞
の祭典」が１０月９日、庄
原市民会館で行われま
した。
　古くから人々の生活
の営みの中で生まれ、

代々引き継がれてきた「唄」「踊」を県内の２９団体が披
露。各地域の予選を勝ち抜いたその技術は観客をうな
らせ、最優秀賞に輝いた団体の演技にはひときわ大きな

拍手が鳴り響いていました。
　大会には西城町の２団体も出場し、地元として力強い
演技を披露。また、
敦盛さん保存会・
比婆荒神神楽子ど
も神楽塾によるア
トラクションも行わ
れ、来場者は秋の
芸術を丸一日堪能
していました。

　子どもの病気に対する知識や上手な受診の仕方を学
ぶ学習会が１０月６日、板橋ひだまり広場で開催されまし
た。
　庄原の小児医療を考えるひだまりの会が主催する今
年２回目となるこの学習会は、元庄原赤十字病院勤務医
師で、広島市の西山皮ふ科アレルギー科院長西山成寿
さんが、昨年に続き同会の活動を応援したいと申し出た

ことから実現しました。
　学習会には、小さな子を持つ２３人の母親が参加。赤
ちゃんの肌のお手入れ方法や病院にかかるときのポイン
トなどを、西山さんが事前のアンケートを基にわかりやす
く説明。参加者はうなずきながら真剣に耳を傾けていま
した。
　西山さんは「ひだまりの会の活動をさまざまなところ
で話す機会が増え、知っていただく知り合いも増えてき
た。課題を考え話し合える場がもっと増えればいいと思
う」と話していました。
　同会代表の上村千
幸さんは「先生からの
申し出がとてもありが
たい。このつながりを
大切に今後も続けて
いければうれしい」と
話していました。

REPORT6

REPORT3

日々培われた「唄・踊」を堪能
けんみん文化祭ひろしま「民謡・民舞の祭典」

ひだまりの会の活動を応援
子どもの病気のことを知る学習会

▲草刈り作業に汗を流す庄原ライオンズクラブの皆さん（右）
▲植栽をきれいにするシルバー人材センター会員の皆さん（左）

▲真剣に耳を傾ける参加者

▲学習会後の交流会でアドバイスする西山さん

▲鍬寄古墳の説明を聴く児童たち

▲西城えびね会

▲西城み幸会

▲生き生きと演じる子どもたち▲スライリーも駆けつけ一緒に出演
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カメラレポート
ぐるっと庄原。
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　口和子育て支援セン
ターが主催する「口和総
領子育てサミット」が９月
８日、口和老人福祉セン
ターで開催されました。
　子育てサミットは、子
育て広場の一環として

子育てに関わる人が集まってワイワイ楽しく交流する場
で、毎月１回行われています。
　今回は、総領の親子８組と口和の親子７組が参加しミ
ニ運動会が行われ、宝さがし、ハイハイレース、障害物競

走などを親子で楽しみました。
　その後、ボランティアで参加している河野邦子さんが
赤ちゃんにエプロンシアターで読み聞かせを行い、おや
つタイムには、オレンジゼリーやキャベツのクラッカーを
みんなでおいしく食べました。
　コーディネーター役で子
育て支援センターの松永園
さんは「今後は高野、比和
の皆さんと子育てサミット
を通じて交流を深めたい」
と話していました。

　「いきいき高齢者　花咲かじいさんばあさんの集い」
が９月２３日、高野福祉保健センターで開催されました。
　これは、高野地域ケア会議が企画したもので、地域の
高齢者や障害のある方が作成した手芸・絵画などの作
品や演芸・特技を発表する場を設け、生きがいのある人
生に「花」を咲かせてもらおうと実施したものです。
　当日は、６団体（２０人）がそれぞれ銭太鼓やハーモニ

カなどの自慢の特技を発表。
　発表者からは「まだ何かできる気がしてきた」などの
声が聞かれ、みんな充実した表情を浮かべていました。ま
た、９月２１日～２３日までの３日間、同会場で自慢の作品・
宝物約２０点が展示されました。
　来場者は「私も元気が出てきた」と話すなど、驚きと感
動のひと時を楽しく過ごしていました。

REPORT 10地域に咲く“お宝（いきがい）”発見
いきいき高齢者「花咲かじいさん・ばあさんの集い」

　総領町のなかつくに公園・田総の里スポーツ公園で９
月１７日、「田総川を丸ごと食べる会」が開催されました。
　これは、総領町や近隣地域の団体が集まりつくる「田
総川を丸ごと食べる会実行委員会」が主催したもので、
田総川や灰塚ダム周辺の資源を生かそうと実施されま
した。
　当日はあいにくの小雨スタートでしたが、午前中、田総

川での遊び体験として、投網をうつ川漁体験、水生生物
の観察をする川の楽校やカヌー教室などが行われ、子ど
もたちは歓声をあげながら水遊びをしていました。
　「田総川を丸ごと食べる」をテーマに準備された「田
総川ごはん」は、田総川産の鮎を使った鮎ご飯、灰塚ダ
ムで捕れたブラックバスの燻製やブルーギルの南蛮漬
け、地元野菜や山菜を使ったメニューを１セットにして販
売。予定されていた１５０食があっと言う間に完売になり
ました。訪れた約２００人の参加者は田総川の恵みに舌
鼓を打ちながら、初秋の一日を満喫していました。

REPORT 11田総川の恵みを存分に味わう
田総川を丸ごと食べる会

REPORT7みんなで楽しく親子交流
口和・総領合同子育てサミット開催

　西城町の特産品「ヒバゴンネギ」を主役としたレシピ
コンクールの審査会が９月１２日、西城保健福祉総合セ
ンターしあわせ館で開催されました。
　このコンクールは、生産者や料理研究グループなど
西城の農と食の関係者が実行委員会を組織し、ヒバゴン
ネギの高付加価値化と利用拡大、生産者支援として取り
組んだもので、町内から２５の応募作品が集まりました。
　審査は、ネギ特有の辛さと香りの強さなどヒバゴンネ
ギの特長を生かしていることや、おいしさ、作りやすさな
ど５項目で評価。町内の飲食店経営者や管理栄養士、ヒ
バゴンネギ生産者など１３人が審査にあたりました。
　優秀賞には、ご飯の上に刻んで油通ししたヒバゴンネ

ギとだし汁をかけ、中心に温泉卵をのせた「ヒバゴンネ
ギ丼」が選ばれました。

REPORT8創意工夫のネギレシピが集合
「ヒバゴンネギが主役のレシピ」コンクール審査会開催

　全国読み聞かせ
キャラバン「おは
なし隊」が９月１４
日、児童書約５００
冊を乗せたキャラ
バンカーと共に比
和保育所へやって
きました。
　キャラバンカー
の中に設置された

本棚には面白そうな本がズラリと並び、集まった保育所
の園児２４人、比和小学校の１・２年生１９人は、いつもと

は違う図書館に大喜び。自由に本を選んで外に敷かれ
たござの上で青空読書を楽しみました。
　保育所内では、キャラバン隊長の谷路子さんと地元の
読み聞かせボランティ
アの皆さんによる、絵
本の読み聞かせ・大型
紙芝居が行われ、ゆっ
くりページをめくりな
がら優しい声で読み
上げられるおはなし
に、子どもたちは夢中
になっていました。

REPORT9本に触って、めくって、読んで、楽しむ
全国訪問おはなし隊キャラバンカーが比和町へ

▲みんなでおやつタイム

▲キャラバン隊長の絵本の読み聞かせ

▲本が並ぶキャラバンカー

▲親子で競技

▲真剣に採点する審査員

▲優秀賞に選ばれた
「ヒバゴンネギ丼」

▲カヌー教室

▲田総川ごはんセットを準備するメンバー

▲自慢の一芸を発表▲会場の様子
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生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

11
月
17
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

11
月
15
日（
火
）・12
月
６
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

12
月
８
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
公
民
館

●
東
城
地
域

と
き　

12
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

12
月
１
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
ヒュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
高
野
地
域

と
き　

12
月
14
日（
水
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

12
月
８
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き　

12
月
10
日（
土
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

11
月
17
日（
木
）・12
月
15
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

11
月
25
日（
金
）・12
月
16
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

12
月
12
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
東
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的

11
月
18
日（
金
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

［
高
野
地
域
］

○
身
体
・
知
的

11
月
18
日（
金
）９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的

12
月
６
日（
火
）９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

11
月
15
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

○
エ
イ
ズ
検
査・相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
14
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

債
務
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る

消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど

の
債
務
返
済
に
お
困
り
の
方
を

対
象
と
し
た
無
料
の
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、相
談
会
に
併
せ
て
精

神
面
の
相
談
に
応
じ
る「
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
相
談
」も
開
設
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
20
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

予
約
先

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

申
込
締
め
切
り

11
月
18
日（
金
）17
時

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４

中
国
５
県
縦
断
司
法
書
士
無

料
法
律
相
談
会

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中

国
ブ
ロッ
ク
会
の
司
法
書
士
が
法

律
相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
20
日（
日
）

10
時
～
17
時

※
当
日
の
み
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０

−

７
１
７

−

６
６
６
）で
も
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　

相
続・成
年
後
見・親
子

関
係・悪
質
商
法
被
害・不
動
産

登
記・交
通
事
故・裁
判・借
金
の

悩
み
な
ど
法
律
問
題
全
般

問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国

ブ
ロッ
ク
会
事
務
局

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

５
３
４
５

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
２
１

無
料
調
停
相
談
会

　
（
財
）日
本
調
停
協
会
連
合
会

が
行
う
調
停
相
談
会
で
す
。

と
き　

11
月
20
日（
日
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

三
次
市
文
化
会
館

内
容　

相
続・遺
産
分
割・夫
婦

親
子
関
係・
遺
言・
不
動
産・
登

記・金
銭・交
通
事
故・損
害
賠
償

な
ど
の
民
事・家
事
全
般
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
家
庭
裁
判

所
三
次
支
部
庶
務
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
６
９

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債

務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
、解
決
の
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時

（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

催

　

し

「
宝
く
じ
文
化
公
演
」

吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　

こ
の
公
演

は
、宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し

て
地
域
の
皆

さ
ん
に
上
質

な
音
楽
、演
劇
な
ど
を
提
供
し
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、漫
才
の
オ
ー
ル
阪

神・
巨
人
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
、音
曲

漫
才
の
平
和
ラ
ッ
パ・梅
乃
ハッ
パ
、

奇
術
の
Ｍｒ・マ
サ
ヒ
ロ
、落
語
の

桂
三
風
な
ど
、個
性
あ
ふ
れ
る

出
演
者
が
と
っ
て
お
き
の
芸
を

次
々
と
繰
り
広
げ
る「
吉
本
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」を
開
催
し
ま

す
。宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、特

別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
６
日（
火
）

開
演　

18
時
30
分（
開
場
18
時
）

と
こ
ろ 

庄
原
市
民
会
館

入
場
料 

一
般
２
千
円

（
当
日 

２
千
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
１
千
円

（
当
日 

１
千
５
０
０
円
）

※ 

友
の
会
会
員
割
引
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
の
託
児

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。）

前
売
券
発
売
所

庄
原
市
民
会
館
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ・ビ
ッ
グ
庄
原
店
、食
彩
館
ゆ
め

さ
く
ら
、三
次
サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ

Ｃ
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
９オール阪神・巨人
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（要予約）

市
民
公
開
講
座

　

庄
原
市
医
師
会
と
市
が
主
催

す
る
市
民
公
開
講
座
で
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日（
水・祝
）

10
時
30
分
～
12
時（
開
場
10
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

講
師　

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

管
理
者　

大
田
仁
史
さ
ん

演
題「
１
年
で
３
６
５
歩
～
介
護

予
防
で
ネ
ッ
ト
づ
く
り
～
」

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団 

聖
仁
会

介
護
老
人
保
健
施
設 

愛
生
苑

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

８
６
８
６

認
知
症
介
護
予
防
講
座

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た
こ
の

ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」。

こ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、

「
元
気
な
町・し
ょ
う
ば
ら
を
次

世
代
へ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も「
認
知
症
」に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
12
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

第
一
部　

講
演

講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

町
永　

俊
雄
さ
ん

第
二
部　

対
談

町
永　

俊
雄
さ
ん

和
田　

行
男
さ
ん（
㈱
大
起
エ
ン

ゼ
ルヘル
プ
）

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団 

聖
仁
会

介
護
老
人
保
健
施
設 

愛
生
苑

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

８
６
８
６

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
５

第
35
回
歳
末
た
す
け
あ
い

芸
能
大
会

　
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」を
共
同
募
金
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、今
年
も
募
金
活
動
の

一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
４
日（
日
）９
時
～

15
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ィ
ル
西
城

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
西
城
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
９
５
３

第
29
回
帝
釈
峡
近
郷
神
楽
競

演
大
会

　

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
比
婆
荒
神
神
楽
」を
は
じ
め
、

近
隣
の
神
楽
団
の
迫
力
の
あ
る

演
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
20
日（
日
）

９
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

大
人
２
千
５
０
０
円

（
前
売
２
千
円
）小
人
８
０
０
円

（
前
売
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

東
城
町
観
光
振

興
キ
ャ
ンペ
ー
ン
実
行
委
員
会

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
０
０
３

（
東
城
支
所
地
域
振
興
室
内
）

そ
ば
ま
つ
り

　

東
城
特
産
の
そ
ば
を
使
っ
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。そ
ば
の
大
食
い
、早

食
い
大
会
の
ほ
か
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、

ミ
ニ
屋
台
な
ど
楽
し
い
企
画
が

いっ
ぱ
い
で
す
。

と
き　

11
月
27
日（
日
）

10
時
～
15
時（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

道
の
駅「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」

問
い
合
わ
せ　

㈱
ニュ
ー
東
城

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

４
４
４
４

庄
原
さ
く
ら
学
園
・
庄
原
も

み
じ
園
・
青
空
学
園
祭

　

第
32
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
が
ん
ば
ろ
う
！！
ニ
ッ
ポ
ン　

つ

な
が
ろ
う
！！
学
園
祭
」で
す
。ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日（
水・祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ

ラ
ウ
ン
ド

内
容　

神
楽・
太
鼓・チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン・釣
り
ぼ
り・各
種
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
８
８
４

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝

　

今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
ス

タ
ー
式
駅
伝
大
会
。ゴ
ー
ル
を
目

指
し
、ひ
た
す
ら「
た
す
き
」を
つ

な
ぐ
ラ
ン
ナ
ー
へ
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

12
月
４
日（
日
）

ス
タ
ー
ト 

10
時
30
分

女
子
の
部（
中
学
生
、一
般
）

10
時
50
分

男
子
の
部（
中
学
生
、高
校
、職

域
、一
般
）

ス
タ
ー
ト
地
点　

上
野
総
合
公

園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ　
庄
原
市
体
育
協
会

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
８
８
０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
６

米
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

ｉ
ｎ
庄
原
２
０
１
１

　

庄
原
実
業
高
校
の
生
徒
た
ち

が
主
催
す
る
催
し
で
す
。市
民

　市は、高校・大学・専門学校などに進学、在学する生徒や学生を対象
に、奨学金の貸し付けなどを行っています。
　この制度の説明会を次のとおり開催しますので、平成２４年度での利
用を検討している方はご参加ください。（どの会場でも参加できます。予
約は不要です。）

地域 とき ところ
口和地域 １２月　２日（金）１９時～ ヒューマンライツ第２会議室
西城地域 １２月　５日（月）１９時～ 西城公民館２階第２会議室
高野地域 １２月　５日（月）１９時～ 高野支所２階小会議室
総領地域 １２月　６日（火）１９時～ 総領支所応接室
東城地域 １２月　８日（木）１９時～ 東城支所２階２０１会議室
比和地域 １２月　９日（金）１９時～ 比和文化会館小会議室
庄原地域 １２月１４日（水）１９時～ 庄原市ふれあいセンター小会議室

問い合わせ
教育総務課総務係　☎０８２４−７３−１１８２　または各支所教育室

奨学金制度説明会 の
方
が
考
え
た「
米
粉
」を
使
っ

た
ア
イ
デ
ア
作
品
の
中
か
ら
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
ま
す
。ぜ

ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
20
日（
日
）

13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ　

庄
原
実
業
高
校

米‐１
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委
員
会

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
１
５
１

第
５
回
県
政
知
事
懇
談

「
湯
﨑
英
彦
」
の
宝
さ
が
し

―
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ト
ー
ク
―

　

湯
㟢
英
彦
広
島
県
知
事
に
よ

る「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ

ビ
ジ
ョ
ン
」の
発
表
、庄
原・三
次

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
方
の
事

例
発
表
な
ど
。会
場
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
26
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
10
分

と
こ
ろ

十
日
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
三
次
市
十
日
市
南
１

−

２

−

１
８
）

問
い
合
わ
せ

広
島
県
総
務
局
広
報
課

☎
０
８
２

−

５
１
３

−
２
３
７
８

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４

−
７
３
−

１
１
５
９

募

　

集

放
送
大
学
学
生
募
集

　

平
成
24
年
度
第
１
学
期（
４

月
入
学
）の
放
送
大
学
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・

文
学・自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

11
月
15
日（
火
）～

２
月
29
日（
水
）必
着

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２

−

２
４
７

−

４
０
３
０

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

か
ら
、

資
料
請
求
や
出
願
も
で
き
ま
す
。

広
島
県
雪
合
戦
大
会

と
き

２
月
４
日（
土
）・５
日（
日
）

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
高
野
町
）

募
集
チ
ー
ム
数

○
一
般
の
部　

76
チ
ー
ム（
Ｐ

リ
ー
グ〔
国
際
大
会
を
目
指
す
〕

12
チ
ー
ム・Ｆ
リ
ー
グ〔
雪
合
戦
を

楽
し
む
〕64
チ
ー
ム
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

16
チ
ー
ム

（
選
手
は
女
性
の
み
）

○
ジ
ュニ
ア
の
部　

12
チ
ー
ム（
選

手
は
小
学
生
の
み
）

募
集
期
間　

11
月
16
日（
水
）～

12
月
15
日（
木
）

参
加
費（
１
チ
ー
ム
）

一
般・レ
デ
ィ
ー
ス　

１
万
２
千
円

ジ
ュニ
ア　

�

５
千
円

そ
の
他

「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー
グ
」と「
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
」の
優
勝
チ
ー

ム
に
は
、県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て

「
第
24
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合

戦
大
会
」（
２
月
25・26
日
、北
海

道
）の
出
場
権
と
派
遣
助
成
金

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７

−

０
４
０
２　

庄
原

市
高
野
町
新
市
１
１
７
１

−

１

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
高
野
支
所
産
業
建

設
室
内
）

☎
０
８
２
４

−

８
６

−

２
１
１
３

そ

の

他

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

県
民
手
帳
は
、２
色
印
刷
で
見

や
す
く
使
い
や
す
い
予
定
表
の
ほ

か
、官
公
庁
連
絡
先
や
統
計
資

料
、生
活
情
報
な
ど
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、大
変
便
利
で
す
。

　

市
役
所
３
階
企
画
課
や
各
支

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格　
『
県
民
手
帳
』

ポ
ケ
ッ
ト
版　

�

６
０
０
円

デ
ス
ク
版　

�

１
、１
０
０
円

　

ま
た
、農
林
統
計
協
会
発
行
の

農
業
日
誌
な
ど
も
取
り
扱
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
販
売
価
格

農
業
日
誌�

１
、２
５
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌�

１
、２
５
０
円

新
農
家
暦�

３
６
０
円

問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
１
２
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空
は
ど
こ
で
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
空
に
も
。そ
し
て
宇
宙
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
今

年
は「
復
興
に
向
け
て
が
ん
ば
ろ

う
！
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
、

星
空
を
見
上
げ
た
時
に
被
災
地

の
方
々
や
、大
切
な
人
を
想
う
ひ

と
と
き
を
、星
や
銀
河
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
60
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
で
彩
り
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

11
月
18
日（
金
）～
12
月
29
日（
木
）

期
間
中
は
毎
日
開
園

【
開
園
時
間
】

９
時
30
分
～
21
時
※
期
間
中
の

月
曜
日
は
14
時
開
園

【
点
灯
時
間
】

17
時
30
分
～
21
時
※
入
園
は
20

時
ま
で

【
中
入
口
会
場
】

　
「
宙
へ
の
旅
立
ち
」を
テ
ー
マ

に
、希
望
の
未
来
に
向
け
て
旅
立
つ

「
銀
河
鉄
道
」、「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ツ
リ
ー
」、「
光
る
森
」な
ど
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
明
か
り
が
輝
き
ま
す
。

ひ
ば
の
里
に
は
懐
か
し
い
昔
の
世

界
を
思
い
起
こ
さ
せ
る「
和
の
明

か
り
」を
展
開
し
ま
す
。

【
北
入
口
会
場
】

　
「
希
望
の
宙
」を
テ
ー
マ
に
、小

「ウインター
イルミネーション２０１１」

問い合わせ　備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
お
目
見
え

し
ま
す
。日
本
列
島
の
は
る
か

上
空
を
飛
行
す
る
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。今
年
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
飾
る

「
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
」が
登
場
し

ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

▼
ピ
ア
ノ
と
ボ
ー
カ
ル
の
ラ
イ
ブ

11
月
18
日（
金
）、12
月
３
日（
土
）

▼
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏

11
月
19
日（
土
）

▼
ハ
ー
プ
演
奏

11
月
26
日（
日
）

▼
ス
カ
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

12
月
４
日（
日
）

▼
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
10
日（
土
）

▼
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

12
月
11
日（
日
）

▼
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
17
日（
土
）・23
日（
金・祝
）

▼
ギ
タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル
の
ラ
イ
ブ

12
月
24
日（
日
）

【
花
火
打
ち
上
げ
】

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
花
火
を

一
度
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。打
ち
上
げ
数
３
０
０
発
。

と
き

11
月
26
日（
土
）、12
月
11
日

（
日
）・23
日（
金・祝
）

19
時
30
分
～（
約
５
～
10
分
）

受
付　

先
着
20
チ
ー
ム

参
加
料（
１
チ
ー
ム
）�

１
千
円

表
彰　

金
賞（
５
万
円
）、銀
賞

（
３
万
円
）、銅
賞（
１
万
円
）

※
各
種
特
別
賞
も
あ
り
ま
す
。

作
品
展
示
期
間　

11
月
18
日

（
金
）～
12
月
25
日（
日
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
協
会

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
６
０
２

庄
原
市
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８

１１月１８日（金）から
１２月２９日（木）まで毎日開催！

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

今
年
の
テ
ー
マ
は「
宙

（
そ
ら
）の
世
界
」で
す

合
同
就
職
面
接
会

　

企
業
約
20
社
が
参
加
す
る
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。そ
の
ほ
か
、就
職
や
定
住
に

関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

と
き　

11
月
26
日（
土
）

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
履
歴
書
を
複
数
用
意
し
て
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
企
業
立
地
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発

送
し
ま
す

　

裁
判
員
制
度
は
、平
成
21
年
５

月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
、平
成
22

年
に
は
８
６
７
３
人
の
方
が
裁

判
員
と
し
て
裁
判
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選

挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

3

3

で
無
作
為

抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、全
国

の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま

す
。平
成
24
年
分
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
人
数
は
、全
国
で
約

28
万
６
千
人
で
す
。こ
れ
に
登
録

さ
れ
た
方
に
は
、本
年
11
月
中
旬

に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。こ
の
通

知
は
、裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、あ
ら
か
じ
め
心
積
も
り
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
２

−

２
２
８

−

０
４
９
７

ご
存
知
で
す
か
？
労
働
委
員
会

～
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
ま
ず
相
談
～

　

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、公

益
委
員
、労
働
委
員
、使
用
者
委

員
の
三
者
構
成
に
よ
り
、公
平
な

立
場
で
労
使
紛
争（
労
働
組
合
・

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
紛

争
）の
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
、秘
密
は
厳
守

で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
労
働
委

員
会
事
務
局

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

５
１
６
２

http://w
w

w
.w

ork2.pref.
hiroshim

a.jp/roui/index.
htm

l

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

世
界
大
会

世
界
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

（
11
月
５
日
・
米
国
ネ
バ
ダ
州 

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
）

三
上　

強（
口
和
町
）

全
国
大
会

国
民
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

（
10
月
２
日
～
６
日
・
下
関
市
）

●
成
年
男
子
の
部　

第
３
位

山
坂　

亮（
総
領
町
）

県
大
会

広
島
県
高
等
学
校
ク
ロ
カ
ン
駅

伝
大
会

（
９
月
24
日
・
道
後
山
高
原
ク
ロ

カ
ン
パ
ー
ク
）

優
勝　

酒
井
は
る
か（
世
羅
高

２
年
・
東
本
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
の
定
期
相
談

日
時
の
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
し
ょ
う
ば
ら
５
月
号
お

よ
び
10
月
号
で
、行
政
相
談
委

員
に
よ
る
定
期
相
談
日
時
に
つい

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、誤
っ

た
相
談
日
時
を
掲
載
し
て
い
ま

し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
す
る
と
と

も
に
、深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

地域 氏  　名 自宅電話番号 定 期 相 談 日 定 期 相 談 場 所

庄原 中
なかやま

山　忠
ただあき

昭 ０８２４-７２-５８７３ ※毎月第３木曜日
１３時～１６時

庄原市ふれあいセンター
０８２４-７２-７１２０

西城 作
さ く だ

田ユリコ ０８２４-８２-３０４８ １２・２月の第３木曜日
１３時３０分～１６時３０分

西城保健福祉総合センター
０８２４-８２-２２０２

東城 滝
たきもと

本　昌
ま さ こ

子 ０８４７７-４-０６５０ ※毎月第３木曜日
１３時３０分～１５時３０分

東城ふれあいセンター
０８４７７-２-０９０９

口和 石
い し だ

田　湶
いずなり

也 ０８２４-８９-２０２２ ２月の第４木曜日
１３時３０分～１６時３０分

口和老人福祉センター
０８２４-８９-２３２０

高野 井
いのうえ

上　清
きよのり

憲 ０８２４-８６-２７３２ １２月１４日、２月１５日
１３時～１６時

高野支所
０８２４-８６-２１１５

比和 村
む ら お

尾　孝
こうきち

吉 ０８２４-８５-２２０９ ※毎月第３木曜日
１３時～１５時３０分

比和文化会館
０８２４-８５-２６００

総領 秋
あきやま

山　義
よしはる

治 ０８２４-８８-２２１７ ※毎月１０日（ただし１月は１２日）
９時～１１時

総領健康福祉センター
０８２４-８８-３１１０

各地域の行政相談委員と 11 月以降の定期相談日、受付時間、相談場所

問い合わせ
市民生活課生活安全係　☎０８２４−７３−１１５４

講座名 受講日時 受付期間 定員 受講料

ホームページ（基礎）講習 １２月３日（土）・４日（日）
９時～１６時（計１２時間） １１月１８日（金）まで ２０人 ４,８００円

ホームページ（応用）講習 １月１５日（土）・１６日（日）
９時～１６時（計１２時間）

１１月２１日（月）～
１２月２２日（金） ２０人 ４,８００円

申し込み・問い合わせ　三次高等技術専門校　☎０８２４-６２-３４３９

在職者訓練の受講生募集
企業の行う職業能力開発を援助するため、在職者を対象に職業訓練を実施します。

２
つ
の
会
場
で
開
催

「
マ
イ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」作
品
募
集
中
！
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information

★１２月の展示案内★
しめ縄・わら細工展
８日（木）～ 10 日（土）10 時～ 17 時
出品作品を募集しています。
　わらを使った作品なら何でもＯＫ。12 月７日

（水）14 時～ 16 時の間に「アート多愛夢」に直
接搬入してください。
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

広報日記
　１４ページで紹介したアニメプロジェクト。「君のい
る町」を描く漫画家瀬尾公治さんは、私が中学生
だったときの一つ上の先輩。当時よく漫画のキャラク
ターなどを模写したり絵を描いたりしていたことを覚
えています。瀬尾さんが描く漫画には、庄原市の風
景が描かれることが多く、地元愛が随所に垣間見え
ます。今回のプロジェクトもその思いが形になったも
のだとうれしい気持ちになりました。「君のいる町」を
読んだことがある人、知らないという人も、ぜひこの
機会に「君のいる町」第１７巻を予約・購入し、ご覧
いただきたいと思います。これによって瀬尾さんにも
エールを送ることができると思います。みんなで瀬尾
さんを応援しましょう。奥

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月 20 日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎ 0824-72-0075
　　　と　き　12月９日（金）10 時～ 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

休日診療のご案内

●庄原地域
月　　日 診療所名 電話番号

11 月 13 日（日） 児玉医院 0824-72-0147
20 日（日） 林医院 0824-72-0121
23 日（水） 戸谷医院 0824-72-3131
27 日（日） 牧原医院 0824-72-0057

12 月　4 日（日） 庄原赤十字病院 0824-72-3111
●東城地域

月　　日 診療所名 電話番号
11 月 13 日（日） 東城病院 ０８４７７-２-２１５０

20 日（日） 三上クリニック ０８４７７-２-１１５１
23 日（水） こぶしの里病院 ０８４７７-２-５２５５
27 日（日） 東城病院 ０８４７７-２-２１５０

12 月　4 日（日） 瀬尾医院 ０８４７７-２-００２３

１１月・１２月の休日診療については、次のとおりです。

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

12月

ドクガ、イラガ
　蛾は日本国内で４５００種以上が知られています。
　これらの幼虫は一般に、イモムシ、アオムシ、ケムシなどと呼ば
れ、野外で多く見られるものですが、それらは大きさ、かたちもさま
ざまで、食物も草木の葉から果実、コケ、衣類にまで及び、未だ食
物や生態がわからない種も多くいます。
　チャドクガはドクガ科の幼虫で、いわゆる毛虫といわれるタイプ
の蛾です。ツバキ、サザンカ、サカキ、チャなどのツバキ科に寄生し
てその葉に群生し、人がその幼虫のもつ毒針毛に触れると被害
を受けます。成虫になっても毒針毛が残り影響を及ぼします。
　比和自然科学博物館には、ドクガ科の蛾は３５種余り収蔵され
ていますが、ドクガ科すべての蛾が人体に害を与えるというので
はなく、影響を与える蛾はほんの数種です。
　ほかにその虫に触れると、肌に強い痛みを与えるものにイラガ
の仲間がいます。このイラガ科も収蔵庫にあるものは１７種で、収
蔵されている多くの蛾類標本の中では、ほんの一部です。

　以前は介護というと「嫁・娘の仕事」といわれていました。
　しかし、男性介護者の割合は年々増加しており、今年６月に行っ
た市民アンケートによると、家庭で介護している人の約４人に１人

（２４.２％）は男性という結果でした。
　介護に関して困っていることとして、男性介護者の半数近くが「介
護以外に家事もしなくてはいけないこと」と回答しており、いざという
時のためにも、普段から夫婦で一緒に料理をするなど、できることか
ら生活の自立を心がけたいですね。

【男性介護者の上位３回答】
１　 介護以外に、食事の支度や掃除・洗濯などの家事をしな

くてはいけないこと
…………………………４６.７％（女性３１.９％）

２　 少しの時間も気が抜けず、ストレスや精神的負担が大き
いこと

…………………………４０.０％（女性３８.３％）
３　 介護に要する経済的負担が大きいこと

…………………………３６.７％（女性３１.９％）

１１月・１２月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※１１月２３日は祝日のため、前日の２２日（火）に変更しています。
１２月の引き取りは年末にかかるため、第４水曜日を第３水曜日
（２１日）に変更しています。
※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-1243
男女共同参画コーナー

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話ください。
〈〈家族や友人が心配な方もご相談できます。〉〉

人の動き
平成23年９月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　３９,９８７人（前年比−７７０人）
男　　１９,０１５人（前年比−３４０人）
女　　２０,９７２人（前年比−４３０人）
世帯数　１５,９５３世帯（前年比−１３２世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３０８人（前年比−２３人）

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　１２月１７日（土）９時～１２時
ところ　西城支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 第２・４水曜日

１１月２２日※
１２月１４日・２１日※

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

家庭で介護をしている人の約４人に１人は男性です。

献血をつぎのとおり実施します。皆さんのご協
力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

１１月１５日（火）
ＪＡ庄原本所 ９時４５分～１１時１５分

広島県庄原庁舎 １３時～１５時
１２月１日（木） ジョイフル １１時３０分～１５時

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005
開館　９時～17時（年末年始休館）

Ｈ２３. ６庄原市「男女共同参画に関する市民アンケート」より

介護に関して困っていること、悩んでいることは何ですか？
（複数回答）

広島県西部こども
家庭センター ☎082−254−0391 月～金

10:00～ 17:00

広島県北部こども
家庭センター

休日夜間電話相談
☎082−254−0399

月～金
17:00～ 20:00
土日祝
10:00～ 17:00

☎ 0824−63−5181
（代）内線2313

月～金
10:00～ 17:00

庄原市役所 女性児童課 男女共同参画係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

【１１月～１２月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○かずら教室

「クリスマスリースづくり」
とき　１１月１７日（金）９時３０分～１２時
参加費　１,３００円　定員　２０人

○郷土料理教室
「里山おせち～十三種～」

とき　１２月８日（木）１０時～１４時
参加費　１,５００円　定員　３０人

○癒やしの空間づくりｋｏｕｚａ
「苔を使った松竹梅の寄せ植え」

とき　１２月９日（金）
　　　朝の部１０時３０分～１２時３０分
　　　昼の部１３時３０分～１５時３０分
参加費　４,０００円（鉢代別途）
定員　各１５人

▼展示・その他
○里呼織り工房親子展
～織物と雑貨～

とき　１２月１日（木）～１１日（日）
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写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写
真
は
も
ち

ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の

好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い

や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
２
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
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う
え
の
そ
う
ご
う
こ
う
え
ん

で
の
お
も
い
出

し
ょ
う
ば
ら百
景

SHOBARA
HYAKKEI

庄原産の食材を扱うお店を応援します！

西本町 2-18-6
0824-72-7825
10:30 ～ 18:30（ラストオーダー 18:00）
月曜日（祝日の場合翌日）
http：//www.okokobachan.com/

★店主の小林藤枝さんに聞きました★
●なぜ地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
地元で採れた食材を使用していることをお客さんに知っても
らいたいという思いから。登録証を持ってイベントにも参加
しています。

●お店のこだわりは？
地元の食材をできるだけ使うこと。地元の人に安心して食べ
てもらいたいし、新鮮なものを届けたいです。

●皆さんへひと言
「コバヤシのお好み焼きだったら安心だ」と言ってもらえるよ
うに頑張りたいと思います。「おいしくて、安心」を皆さまに
お　　　　　　　　　　お届けします。

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎0824-73-1255）まで。

おいしいも
のは

店
進
推

消地
産地

市
原
庄

地元にある
!!

登録
第1号店お好み焼き  コバヤシ

                                            米・卵・ねぎ・
キャベツ・どんぐりコロコロ豚（入
荷時）・もち（自家製）。めん・キム
チは地元で製造されたものを使用

所
☎
営
休
HP

取り扱う市内産食材

　

う
え
の
そ
う
ご
う
こ
う
え
は
、と
って
も

ひ
ろ
く
て
、いっ
ぱ
い
あ
そ
ぶ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ひ
ろ
ば
で
は
、し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
し
て
い
る

子
が
い
て
、い
ろ
ん
な
い
ろ
が
あ
って
、と
って

も
き
れ
い
で
し
た
。か
ぞ
く
み
ん
な
で
いっ

て
、た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　

す
べ
り
だ
い
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
も
あ
っ

て
、と
っ
て
も
た
の
し
い
の
で
、み
ん
な
も
ぜ

ひ
あ
そ
び
に
いって
み
て
く
さ
だ
い
ね
。

荒
木　

紗
和（
新
庄
町・板
橋
小
１
年
）
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